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第 1節 住民福祉計画

大
間
保
育
園

昭
和
二
十
五
年
(
-
九
五

0
)
四
月
、
仏
教
精
神
に
立
っ
て
社
会
奉
仕
を
す
る
目
的
で
、
浄
土
真
宗
法
香
寺
（
住

職
石
澤
徹
）
の
本
堂
を
開
放
し
、
個
人
経
営
で
三

0
人
の
幼
児
を
集
め
て
保
育
事
業
を
試
み
た
の
が
大
間
保
育
園

の
始
ま
り
で
あ
る
。
当
時
は
公
的
な
助
成
も
な
く
、
経
営
は
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
園
長
ほ
か
三
人
の
保
母
た
ち
の
奉
仕
精
神

の
努
力
に
よ
っ
て
保
育
活
動
は
着
実
に
行
わ
れ
継
続
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
既
に
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
に
国
に
よ
る
児
童
福
祉
法
が
公
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
県
の
児
童
課
の
斡
旋
も
あ

っ
て
、
二
十
八
年
四
月
県
知
事
の
認
可
を
得
、
法
律
上
の
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
児
童
福
祉
法
の
公

布
は
、
保
育
園
（
所
）
に
対
す
る
国
・
自
治
体
の
責
任
が
明
確
に
さ
れ
、
一
方
、
保
育
園
（
所
）
の
社
会
的
責
任
が
強
調
さ
れ
始
め
、

認
可
以
後
は
町
か
ら
保
育
に
欠
け
る
児
童
の
保
育
所
入
所
措
僅
の
委
託
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
保
育
園
に
要
す
る
経
費
も
法
的
根

拠
に
基
づ
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
―
二
十
六
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
の
寺
院
本
堂
利
用
の
施
設
か
ら
、
寺
院
に
隣
接
し
設
立
者
の
私
財
と
不
足
分
は
借
入
を
し
て
、

木
造
園
舎
を
新
築
、
六

0
人
定
員
の
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
、
保
育
園
と
し
て
の
基
盤
も
除
々
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

児
童
福
祉
対
策

第
一
節

住
民
福
祉
計
画
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第 9章 伸ぴゆく社会福祉

そ
の
間
、
保
育
需
要
の
増
加
に
伴
い
、

し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
寺
院
の
一
画
に
設
立
者
の
決
意
に
よ
っ
て
、
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
私
設
幼
稚
園
（
恵
愛
幼
稚
園
）
を
新

築
・
開
設
し
、
有
資
格
の
職
員
と
臨
時
職
員
な
ど
六
人
の
職
貝
の
も
と
幼
児
一

0
0
人
の
定
貝
で
運
営
し
、
当
時
地
城
の
人
々
か
ら

感
謝
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
四
月
、
町
立
大
間
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
同
私
設
幼
稚
園
は
町
立
の
幼
稚
園
へ
引
き
継

が
れ
る
こ
と
と
な
り
廃
園
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
町
立
奥
戸
保
育
所
、

こ
た
え
て
き
た
そ
の
足
跡
は
、

町
に
一
施
設
し
か
な
い
同
園
の
六

0
人
定
貝
を
超
え
た
幼
児
の
受
け
入
れ
の
問
題
が
浮
上

五
十
三
年
に
は
町
立
下
手
浜
保
育
所
が
開
設
さ
れ
、
大
間
保
育
園
も
六
十
三
年

に
社
会
福
祉
法
人
恵
愛
福
祉
会
を
設
立
し
て
県
の
認
可
を
得
、
日
本
自
転
車
振
興
会
の
助
成
と
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
の
貸
付
を

受
け
、
大
間
字
奥
戸
道
一
七
ー
七
に
移
転
新
築
し
、
八
人
の
職
員
と
六

0
人
の
園
児
の
も
と
、
社
会
福
祉
法
人
恵
愛
福
祉
会
（
理
事

長
石
澤
徹
）
の
運
営
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

創
設
以
来
永
き
に
わ
た
り
、
民
間
の
立
場
で
、
幼
児
の
愛
護
と
福
祉
の
事
業
に
尽
く
し
て
き
た
こ
と
と
同
時
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

町
の
特
筆
す
べ
き
点
と
い
え
る
。

奥
戸
へ
き
地

保

育

所

昭
和
三
十
年
(
-
九
五
五
）
四
月
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
か
ら
碇
谷
武
志
が
園
長
と
な
り
、
字
奥
戸
村
三
七
番
地

に
新
築
間
も
な
い
奥
戸
青
年
会
館
を
借
り
、
私
設
奥
戸
保
育
園
を
開
設
し
た
。
保
母
二
人
、
園
児
三
十
余
人
も
年
々

増
え
る
も
の
の
、
昭
和
四
五
年
四
月
四
日
、
経
営
状
態
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
大
間
町
が
奥
戸
地
区
に
経
営
委
託
し
た
形
で
奥
戸
へ

き
地
保
育
所
と
し
、
地
区
総
代
が
所
長
、
会
計
書
記
は
事
務
担
当
者
が
当
た
り
、
保
栂
二
人
、
入
所
児
五

0
人
弱
で
再
ス
タ
ー
ト
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
十
九
年
四
月
一
日
に
は
、
時
代
の
要
請
、
地
域
の
実
情
か
ら
家
庭
の
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
に
対
す
る
福

祉
行
政
の
立
場
か
ら
、
吸
収
す
る
形
で
新
規
に
町
立
奥
戸
保
育
所
と
し
て
今
日
に
至
る
。
戦
後
一

0
年
を
経
た
こ
の
時
期
に
、
幼
児

教
育
と
併
せ
施
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
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第 1節 住民福祉計画

写真 9-I 

写真 9-2 

大間保育園

下手浜保育所

大
間
町
で
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
め
ぎ
す
「
大
間
町
総
合
計
画
」

大
間
町
総
合
計
画
書
」

保
育
所
施
設
の

整
備
に
向
け
て

で
は
、
児
童
福
祉
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

写真 9-3 奥戸保育所

の
中
で
、
年
ご
と
に
住
民
福
祉

計
画
の
充
実
へ
と
向
か
っ
て
新
し
い
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
度
の
「
第
三
次

こ
れ
ま
で
大
間
町
の
児
童
福
祉
対
策
は
、
保
育
所
施
設
の
整
備
と
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を
確
保
す
る
た
め
の
児
童
公
園
の
整

備
と
い
う
二
本
立
て
で
推
進
さ
れ
て
き
た
。
近
年
に
な
っ
て
、
働
く
女
性
の
増
加
と
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、
各
家
庭
が
児
童
に

対
し
て
持
つ
機
能
は
、
年
ご
と
に
低
下
し
、
さ
ら
に
急
速
な
近
代
化
・
都
市
化
へ
の
動
苔
は
、
地
域
の
連
帯
感
を
失
わ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
う
危
険
な
場
所
の
増
大
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
不
足
と
い
う
問
題
か
大
間
町
で
も
現
実
の
も
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第 9章 伸びゆく社会福祉

季

節

保

育

所

と
児
童
公
園

の
と
な
り
、
保
育
所
施
設
と
遊
び
場
施
設
の
確
保
と
整
備
は
、
児
童
福
祉
対
策
と
し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
大
ぎ
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
(
-
九
六
五
）
代
後
半
か
ら
で
あ
り
、
大

間
町
に
最
初
の
保
育
所
で
あ
る
奥
戸
保
育
所
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
四
五
六
．

ト
ル
の
敷
地
に
三
三
二
•
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
平
屋
の
保
育
所
の
建
設
は
、
大
間
町
の
児
童
福
祉
対
策
の
具
体
的
な
ス
タ
ー
ト

続
い
て
昭
和
五
十
三
年
、
大
間
平
に
下
手
浜
保
育
所
が
オ
ー
プ
ン
し
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
私
立
の
大
間
保
育
園
も
完
成
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
ま
で
は
各
保
育
所
（
園
）
と
も
収
容
人
貝
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
出
生
率
の
低
下
な
ど
の
原

因
に
よ
っ
て
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
現
在
で
は
三
つ
の
保
育
所
（
園
）

施
設
内
容
を
見
る
と
、

三
つ
の
保
育
所
（
園
）
を
合
わ
せ
て
建
築
面
積
一

方
メ
ー
ト
ル
で
、
園
児
一
人
当
た
り
の
施
設
面
積
六
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
全
国
平

均
の
六
•
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
る
と
、

八
0
名
を
割
り
込
む
状
況
に
あ
る
。

だ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

や
や
高
い
水
準
に
あ
る
。

大
間
地
区
・
奥
戸
地
区
・
下
手
地
区
の
三
つ
の
保
育
所
（
園
）

材
木
地
区
で
は
春
秋
二
回
の
牒
繁
期
に
季
節
保
育
所
が
開
か
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
七
年
(
-
九
七
二
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
材
木
季
節
保
育
所
は
、
春
季
が
五

月
下
旬
か
ら
、
秋
季
は
九
月
下
旬
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
一
か
月
間
開
設
さ
れ
る
も
の
で
、
毎
年
、

弘
前
女
子
厚
生
学
院
か
ら
保
育
所
実
習
生
の
応
援
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
。
経
費
は
保
育
所

を
利
用
す
る
人
々
の
個
人
負
担
を
ベ
ー
ス
に
、
大
間
町
を
は
じ
め
、
大
間
共
同
募
金
会
、
材

の
は
か
に

の
収
容
定
員
総
数
一

1
0
三
・
八
平

写真 9-4 かつての材木季節保育所

一
平
方
メ
ー
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第 1節 住民福祉計画

進
展
し
て
い
る
こ
と
は
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
四
月
現
在
の
数
字
は

老
齢
人
口
比
の

急

速

な

進

展

公
園
(
-
九
五
四
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
地
区
の
補
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
が
、
そ
の
都
度
、
弘
前
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
実
習
生
と
材
木
地
区
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
の

家
族
と
の
交
流
が
あ
り
、
遠
足
や
旅
行
、
お
遊
戯
会
な
ど
各
種
の
催
し
は
、
農
繁
期
の
材
木
地
区
の

fl

心
の
憩
い
fi

と
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
と
住
宅
地
の
拡
大
に
よ
り
、
年
々
、
児
童
の
安
全
な
遊
び
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

大
間
町
で
は
児
童
に
遊
戯
に
適
す
る
遊
具
を
そ
ろ
え
る
児
童
公
園
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
昭
和
五
十
一
年
に
日
和
山
児
童

か
オ
ー
プ
ン
し
、
児
童
の
健
全
な
遊
び
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
宅
地
化

の
進
行
、
交
通
事
故
防
止
に
対
し
て
、
計
画
的
な
児
童
公
園
の
設
置
と
施
設
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

老
人
幅
祉
対
策

大
間
町
の
高
齢
化
は
、
下
北
半
島
の
他
の
市
町
村
と
同
様
に
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
平
成
二
年
(
-
九
九

0
)

度
の
国
勢
調
査
を
見
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口
は
九
六
六
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

六
％
と
な
っ
て
い
て
、
全
国
平
均
の
―
ニ
・
六
％
、
青
森
県
の
一
―
―
・
九
％
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
昭
和
―
二
十
五
年
か
ら
順
を
追
っ
て
見
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
五
年
は
六
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口
が
四

0
五
人
、
総
人
口
比

七
・
九
八
二
％
、
同
四
十
年
四
五
五
人
、
七
・
七
八
三
％
、
同
四
十
五
年
五

0
1
―
一
人
、
七
・
六
七
三
％
、
同
五
十
年
五
九
九
人
、
七
・

五
三
％
、
同
五
十
五
年
六
九
一
人
、

／ 

九
・
一
％
と
な
っ
て
い
て
、
確
実
に
老
齢
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

―
―
六

0
人、

一
六
・
三
％
と
な
っ
て
い
て
、
大
間
町
の
人
口
高
齢
化
が
急
速
に

そ
し
て
問
題
は
、
単
に
老
齢
人
口
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
老
人
福
祉
対
策
の
観
点
に
立
っ
て
み
る
と
、
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第 9章 伸ぴゆく社会福祉

老
人
ク
ラ
プ

結
成
と
活
動

い
る
。

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

見
て
も
、

こ
の
問
題
へ
の
対
策
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な

施
策
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
に
は
、

一
人
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
、
施
設
入
所
老
人

と
い
っ
た
、
家
庭
や
社
会
か
ら
と
も
す
れ
ば
孤
立
し
、

今
後
の
生
活
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る

一
人
暮
ら
し
老
人

は
二
五
人
、
寝
た
き
り
老
人
五
人
、
施
設
入
所
老
人
一

一
四
一
人
、
二

0
人、

大
間
町
で
は
寝
た
き
り
老
人
、

た
め
に
、
老
人
家
庭
奉
仕
貝
五
名
を
配
置
し
、
老
人
の

身
の
回
り
の
世
話
、

一
人
暮
ら
し
老
人
の

日
常
生
活
の
相
談
に
応
じ
て
い
る

ほ
か
、
寝
た
き
り
寝
台
の
無
償
貸
与
、
健
康
診
断
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
さ
ら
に
き
め
の
細
か
い
施
策
の
道
を
模
索
し
て

こ
の
よ
う
な
種
々
の
施
策
を
必
要
と

す
る
対
象
者
以
外
の
高
齢
者
に
も
、

一
九
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

0
人
だ
っ
た
の
が
、
平
成
八
年
二
月
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

表 9-1 老人クラプの結成状況

ク ラブ名 地区別 会員数 結成年月日

第 若 松会 大間 50 昭和44.11.1 

第 若 松 ム云

＂ 
48 44.11.20 

第 若 松 ム本

＂ 
48 45. 8.28 

第 四 若 松会 ＂ 
56 45.10.20 

第 五 若 松 ， 本

＂ 
53 48. 4. 1 

第 ノ＇‘ 若 松会 ” 53 51.10.20 

奥戸第一老人クラブ 奥戸 53 45. 4. 1 

奥戸第二老人クラブ ＂ 
52 45. 4. 1 

奥戸第三老人クラブ ＂ 
50 45. 4. 1 

奥戸第四老人クラブ ＂ 
69 45. 4. 1 

材木老人クラブ 材木 50 52. 6. 1 

計 582 

（平成 8年 3月現在）
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タ
ー
の
設
慨
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

用
す
る
た
め
、

そ
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
今
後
の
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
の
施
策
の
方
向
は
、
こ
の
老
人
グ
ル
ー
プ
活
動
の
拠
点
と
な
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
制
度
の
充
実
、
老
人
家
庭
へ
の
福
祉
電
話
の
設
置
、
老
人
の
健
康
管
理
と
治
療

体
制
の
確
立
、
老
人
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
援
助
な
ど
、
多
彩
な
面
に
力
が

注
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
老
人
の
た
め
に
、
民
間
企
業
に
対
す
る
高
齢
者
の
就
職
機
会
拡
大
の
啓
蒙
を
推

進
し
、
広
く
杜
会
の
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
老
人
就
労
の
斡
旋
活
動
を
進
め
る
「
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー
」

写真 9-5 陶芸を楽しむ老人クラブの皆さん

さ
れ
て
い
る
が

）
れ
ら
の
施
設
は
老
人
ク
ラ
ブ
専
用
の
も
の
で
は
な
く
、
各
種
団
体
も
使

こ
れ
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
現
在
、
総
計
五
八
三
人
の
高
齢

者
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
ん
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
そ

の
活
動
場
所
で
あ
る
。
現
状
で
は
地
域
の
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
、
地
区
集
会
場
な
ど
が
利
用

そ
の
た
め
、
関
連
す
る
機
能
を
複
合
さ
せ
た
老
人
福
祉
セ
ン

の
設
薗
が

和
五
十
二
年
六
月
の
材
木
地
区
の
材
木
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
、

昭
和
四
十
年
(
-
九
六
五
）
代
か
ら
始
ま
り
、

に
大
間
・
奥
戸
・
材
木
―
二
地
区
全
域
に
総
計
一

五
十
年
代
初
期

一
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
最
初
は
大
間
地
区
の
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
の
第
一
若
松
会
で
あ
り
、

ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
の
施
策
が
行
わ
れ
て
ぎ
た
。

心
身
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
杜
会
活
動
を
行
う
老
人

ク
ラ
ブ
組
織
の
育
成
を
は
じ
め
、
作
業
グ
ル
ー
プ
、
老
人
大
学
、
各
種
趣
味
の
会
、
老
人
ス

そ
の
最
後
は
昭

（表
9
I
1
参
照
）
。
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こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
、

大
間
町
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
設
置

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）

い
く
つ
か
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

に
制
定
さ
れ
た
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
基
盤
で
あ
り
、
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
四

月
に
一
部
改
正
が
あ
っ
た
が
、
高
齢
者
に
関
す
る
保
健
•
福
祉
・
医
療
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
調
整
を
推
進
し
、
多
様

化
し
た
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
に
大
間
町
役
場
福
祉
課
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
調
整
チ
ー
ム
が
行
う
こ
と
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
個
々
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

関
係
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
要
請
に
関
し
て
対
応
す
る
。

そ
の
他
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
推
進
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
に
対
処
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
チ
ー
ム
の
組
織
は
、
福
祉
事
務
所
担
当
職
貝
、
保
健
所
職
貝
、
老
人
福
祉
施
設
職
員
、
福
祉
団
体
職
貝
、
大
間
病

院
医
師
、
民
生
委
員
、
福
祉
課
長
、
幅
祉
課
長
補
佐
、
住
民
福
祉
係
長
、
保
健
婦
、

こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

大
間
町
ミ
ニ
・
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

具
体
的
な
処
遇
方
策
を
樹
立
す
る
。

こ
れ
は
平
成
二
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
を
利
用
し
、
在
宅
の
虚
弱
老

人
に
対
し
て
、
通
所
の
力
法
に
よ
り
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
の
高
揚
、
健
康
の
維
持
、
福
祉

（二） ④ ③ ② ① 

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
訪
問
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。

（一） 老
人
へ
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
事
業

あ
る
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

大
間
町
で
現
在
行
っ
て
い
る
老
人
福
祉
対
策
は

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
も
っ
て
構
成
し

町
長
が

）
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
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と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
平
成
五
年
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
り
、
家
庭
に
お
い
て
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
寝
た
き
り
老

人
お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
て
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
衛
生
の
向
上
と
在
宅
介
護
に
お
け
る

家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
労
苦
の
軽
減
に
寄
与
し
、
介
護
の
継
続
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

こ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、
社
会
福
祉
法
人
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ
て
い
て
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
老

(ll!l) 
で
延
長
さ
れ
る
。

②
食
事
サ
ー
ビ
ス

対
象
者
は
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
の
老
人
と
し
、
身
体
が
虚
弱
な
た
め
、

て
、
そ
の
事
業
内
容
は
、
次
の
五
項
目
で
あ
る
。

①
入
浴
サ
ー
ビ
ス

④
日
常
動
作
訓
練

ロ
一
時
間
を
標
準
と
し
て
い
る
が
、
大
間
町
は
実
施
施
設
と
十
分
な
協
議
を
行
い
、
円
滑
な

③
生
活
指
導

大
間
町
在
宅
老
人
短
期
保
護
事
業

こ
れ
は
平
成
二
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
同
三
年
、
四
年
に
実
施
要
綱
の
改
正
が
あ
っ
た
が
、
寝
た
き
り
老

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
疾
病
に
か
か
る
な
ど
、
居
宅
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
対
象
と
な
る
老
人
を
一
時
的
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
保
護
し
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
と
そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
保
護
の
期

間
は
七
日
以
内
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
長
が
診
断
書
な
ど
の
審
査
に
よ
っ
て
延
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
必
要
最
小
限
の
範
囲

大
間
町
寝
た
き
り
老
人
等
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

に）
運
営
を
図
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
月
二
日
間
、

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
地
域
開
放
を
目
的
と
し
て
い
る
。

日
常
の
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
と
な
っ
て
い

⑤
輸
送
サ
ー
ビ
ス
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こ
れ
も
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
様
に
平
成
五
年
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
心
身
の
障
害
や
傷
病
な
ど
の
理
由

に
よ
っ
て
、
食
事
の
調
理
が
十
分
に
で
ぎ
な
い
老
人
ら
に
対
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
定
期
的
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
健
衛
生
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
栄
養
士
の
指
導
に
基
づ
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理
し
、
利
用
す
る
者
の
希
望
す
る
日
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
で
配
達
さ
れ
、
大
体
週
四
回
以
上
、
委
託
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
の
業
務
を
担

の
発
生
は
、
先
天
性
の
場
合
の
は
か
、
交
通
事
故
・
労
働
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

よ
る
が
、
近
年
の
社
会
生
活
の
複
雑
化
に
よ
っ
て
、
多
発
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

大
間
町
の
心
身
障
害
者
（
児
）
は
、
昭
和
五
十
三
年
(
-
九
七
八
）
の
時
点
で
は
、
肢
休
不
自
由
者
が
八
九
人
、
聴
覚
障
害
者
ニ

五
人
、
視
覚
障
害
者
二

0
人
、
精
神
薄
弱
者
三

0
人
、
そ
の
他
一
五
人
の
計
一
七
九
人
だ
っ
た
の
が
、

九
九
六
）

肢
体
不
自
由
者
一
四
三
人
、
聴
覚
障
害
者
ニ
一
人
、
視
覚
障
害
者
二
三
人
、
精
神
薄
弱
者
五
五
人
、

人
の
計
二
九
二
人
と
、

こ
れ
ら
の
各
障
害
者
は
、

心
身
障
害
者

（
児
）
の
実
態

当
す
る
。

伍

こ
よ
、

~9,9 

程
度
・
年
齢
・
家
庭
環
境
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
必
要
と
す
る
措
置
の
内
容
も
き
わ
め
て
多
様
化

1
0
0
人
近
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。

心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
対
策

人
ら
を
大
間
町
所
有
の
移
動
入
浴
車
の
特
別
浴
槽
で
、
月
二
回
以
上
入
浴
さ
せ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

大
間
町
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

心
身
障
害
者
（
児
）

一
七
年
後
の
平
成
八
年
（
一

そ
の
他
五
―
―
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吸
器
ま
た
は

し
て
い
る
が
、
大
間
町
の
心
身
障
害
者
へ
の
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
に
、

審
査
お
よ
び
更
生
相
談
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
更
生
医
療
費
の
給
付
、
補
装
具
の
交
付
、
更
生
施
設
へ
の
収
容
な
ど
、
必
要
な
措

施
設
面
を
見
る
と
、
杜
会
福
祉
法
人
に
よ
る
福
祉
施
設
が
青
森
市
・
む
つ
市
・
野
辺
地
町
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
間
町
の
障
害

者
も
こ
こ
に
収
容
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
三

0
人
中
、
施
設
入
所
者
は
わ
ず
か
四
人
、

平
成
八
年
四
月
現
在
で
も
五
五
人
中
―
―
一
人
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
未
人
所
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
従
来
か
ら
障
害
者
対
策
は
、
施
設
収
容
対
策
に
主
眼
が
置
か
れ
て
ぎ
た
た
め
、
社
会
へ
の
進
出
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
、

障
害
者
の
自
立
対
策
の
強
化
、
在
宅
対
策
と
し
て
の
福
祉
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
医
療
費
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
も
、

制
度
の
適
用
拡
大
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

大
間
町
の
心
身
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
対
策
は
、
年
々
充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
課

題
は
多
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
障
害
者
へ
の
助
成
活
動
や
福
祉
事
業
の
中
か
ら
、
特
に
重
度
心
身
障
害
者
へ

の
対
策
の
主
な
も
の
を
眺
め
な
が
ら
、
今
後
の
施
策
の
方
向
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
て
は
、

昭
和
五
十
九
年
(
-
九
八
四
）
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
大
間
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、

よ
り
、
自
已
負
担
の
軽
減
と
療
育
の
推
進
に
よ
る
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
者
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
の
程
度
が
一
級
ま
た

は
二
級
お
よ
び
―
―
一
級
（
三
級
に
あ
っ
て
は
、
六
五
歳
未
満
の
者
〈
達
す
る
月
を
含
む
〉

そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

で
あ
っ
て
、
心
臓
、

ぼ
う
こ
う
も
し
く
は
直
腸
、
も
し
く
は
小
腸
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
者
に
限
る
）

重
度
身
障
者
へ

の
助
成
と
事
業

罹
が
と
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
医
療
費
の
助
成
を

じ
ん
臓
、
も
し
く
は
呼

に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。
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母
子
家
庭
の

推
移
と
実
態 四

正
念
場
を
迎
え
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
平
成
―
―
一
年
(
-
九
九
一
）
三
月
か
ら
大
間
町
軍
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
施
行
）
や
昭
和
四
十
七
年
の
厚
生
省
杜
会
局
長
の
通
達
「
重

度
身
体
障
害
者
に
対
す
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
お
よ
び
貸
与
に
つ
い
て
」
に
定
め
ら
れ
た
実
施
要
綱
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

医
療
費
助
成
対
象
者
は
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
一

0
五
人
（
ほ
か
に
基
準
外
四
人
）
、

貸
与
を
受
け
た
障
害
者
は
過
去
五
年
間
で
一

0
人
あ
り
、

日
常
生
活
用
具
の
給
付
ま
た
は

そ
れ
ぞ
れ
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
福
祉
対
策
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
在
宅
重
度
障
害
者
を
対
象
と
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
制
度
の
確
立
、
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
母
子
保
健
対
策
、
医
療
体
制
を
確
立
し
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
障
害
児
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
体
制
の
確
立

を
図
る
こ
と
が
施
策
の
方
向
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
―
一
年
十
一
月
、
社
会
福
祉
関
係
八
法
の
改
正
が
あ
り
、
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
対
策
は
高
齢
者
福
祉
対
策
と
合
わ
せ
て
、

お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、

地

域
の
市
町
村
で
在
宅
・
施
設
両
面
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
制
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ぎ
た
。
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
、
大
間
町
の
心
身
障
害
者
福
祉
対
策
は
、
こ
れ
か
ら

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
対
縦

か
つ
て
母
子
家
庭
と
い
え
ば
、
家
族
を
支
え
る
経
済
的
な
主
柱
で
あ
る
父
親
の
い
な
い
家
庭
を
指
し
、

経
済
的
に

恵
ま
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
に
不
安
定
な
状
態
に
慣
か
れ
、
家
庭
生
活
に
お
い
て
も
環
境
の
健
全
性
が
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父
母
と
も
に
い
な
い
家
庭
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
多
く
は
、
経
済
的
・
社
会
的
に
多
く
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の
生
活
環
境
は
不
安
定
な
要
素
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
間
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

経
済
的
自
立
を
図
り
、
生
活
意
欲
を
助
成
す
る
た
め
の
福
祉
資
金
の
貸
与
、
年
金
児
童
扶
養
手
当
、
進
学
・
就
職
支
度
金
の
支
給
、

さ
ら
に
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
の
上
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
と
指
導
を
民
生
委
員
の
協
力

を
得
て
行
っ
て
い
る
。

多
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
二
年
(
-
九
七
七
）
四
月
の
時
点
で
、
大
間
町
の
母
子
家
庭
は
五

0
世
帯
あ
り
、
そ
の
原
因
の
大
半
は
夫
と
の
死
別
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
な
る
と
、
母
子
家
庭
は
五
二
世
帯
、
父
子
家
庭
一

0
、
父
母
と
も
に
い
な
い
家
庭
一

0
の
計
七
二
世
帯
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
原
因
は
離
婚
に
よ
る
も
の
が
四
四
世
帯
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
死
別
以

外
の
理
由
、
離
婚
・
遺
棄
な
ど
に
よ
っ
て
母
子
・
父
子
家
庭
が
生
ま
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
現

在
、
大
間
町
の
母
子
家
庭
は
一
〇
六
世
帯
、
父
子
家
庭
は
一

0
世
帯
、
父
母
と
も
に
い
な
い
家
庭
六
世
帯
と
な
っ
て
い
て
、
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
複
雑
な
社
会
世
相
を
反
映
し
て
、
原
因
は
多
岐
に
わ
た
り
、
し
か
も
若
年
層
の
占
め
る
割
合
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。

損
な
わ
れ
が
ち
な
家
庭
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
母
子
家
庭
へ
の
福
祉
対
策
は
、
社
会
福
祉
計
画
の
中
で
、
高
齢

者
福
祉
・
心
身
障
害
者
福
祉
と
と
も
に
―
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
母
子
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
母
親
の
い
な
い
父
子
家
庭
も
同
様
に
家
庭
生
活
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
る
と
し
て

福
祉
対
策
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
母
子
・
父
子
家
庭
は
合
わ
せ
て
施
策
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
父
親
・
母
親
と
も

に
い
な
い
家
庭
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
環
境
的
不
遇
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
父
母
な
し
家
庭
へ
の
福
祉
対
策
も
こ
の
範
囲
に
含
め
て
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出
稼
ぎ
世
帯
の

推

移

と

実

態

④
 

③
 

②
 

①
 

五

ま
た
、
母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
対
策
と
し
て
、
大
間
町
の
こ
れ
か
ら
の
施
策
の
方
向
は
、
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
ら
れ
て
推

進
さ
れ
る
。母

子
家
庭
に
お
け
る
母
親
お
よ
び
児
童
の
心
身
の
健
康
を
保
持
し
、
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
相
談
体
制
の
確
立
を

め
ざ
す
。

母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
内
で
で
き
る
内
職
な
ど
、
仕
事
の
斡
旋
に
努
め
る
一
方
、

母
子
福
祉
資
金
・
児
童
扶
養
手
当
・
母
子
福
祉
年
金
な
ど
の
活
用
に
努
め
る
。

母
子
世
帯
に
対
し
て
は
、
町
営
住
宅
へ
の
優
先
的
入
居
や
保
育
所
の
保
育
時
間
の
延
長
、
鍵
っ
子
対
策
の
処
遇
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

父
子
家
庭
も
母
子
家
庭
に
準
じ
、
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
民
生
委
貝
と
の
連
携
を
強
化
し
、
生
活
援
護
な
ど
の
施
策

を
推
進
す
る
。出

稼
ぎ
労
働
者
対
策

大
間
町
の
出
稼
ぎ
世
帯
は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
増
加
し
た
り
減
少
し
た
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
振
幅
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
昭
和
五
十
一
年
(
-
九
七
六
）

人
で
あ
り
、
ニ
・
ニ
世
帯
に
一
世
帯
が
出
稼
ぎ
世
帯
と
な
り
、

を
昭
和
四
十
八
年
と
比
較
す
る
と
、
二

0
0
人
（
一
七
・
ニ
％
）

態
が
従
来
と
少
し
ず
つ
変
化
を
見
せ
て
き
て
い
る
。

―
―
六

0

の
数
字
で
見
る
と
、
出
稼
ぎ
世
帯
数
は
八
五
六
世
帯
、

一
世
帯
平
均
一
・
三
六
人
が
出
稼
ぎ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
出
稼
ぎ
の
形
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①
 

つ
ま
り
大
間
町
の
出
稼
ぎ
は
、
水
産
業
主
体
の
産
業
構
造
や
冬
期
間
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
労
働
市
場
が
季
節
的
影
響
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
従
来
は
十
月
か
ら
三
月
を
中
心
と
し
た
冬
型
の
出
稼
ぎ
形
態
が
主
体
だ
っ
た
の
に
、
通
年
の
出
稼
ぎ
の
増
加
が
多
く
な
っ

て
ぎ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
従
来
の
出
稼
ぎ
は
、
不
足
し
て
い
る
家
庭
経
済
生
活
を
補
う
と
い
う
考
え
方
で
行
わ
れ
て
い
た
の
に
比
べ
、

よ
り
豊
か
な
生
活
を
す
る
た
め
の
出
稼
ぎ
と
い
う
考
え
方
へ
変
化
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
三
月
現
在
の
数
字
を
見
る
と
、
出
稼
ぎ
世
帯
数
は
三
九
五
世
帯
、
六
五
九
人
で
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年

と
比
べ
る
と
世
帯
数
・
人
数
と
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、
男
女
と
も
季
節
的
出
稼
ぎ
よ
り
通
年
出
稼
ぎ
の
形
態
が
著
し
く
、
生

活
を
補
助
す
る
と
い
う
よ
り
、
生
活
向
上
を
求
め
て
の
出
稼
ぎ
が
目
立
っ
て
い
る
。

就
労
地
域
は
関
東
方
面
が
圧
倒
的
に
多
く
全
体
の
大
半
を
占
め
、
次
い
で
中
京
方
面
、
北
海
道
方
面
の
順
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ

は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
産
業
別
も
建
設
業
・
製
造
業
・
運
輸
通
信
関
係
が
主
な
就
労
先
で
あ
る
こ
と
に
も
変
わ
り
が
な
い
。
た
だ

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
中
裔
年
齢
者
の
出
稼
ぎ
が
多
く
な
り
、
公
共
職
業
安
定
所
を
経
由
し
な
い
で
就
労
す
る
形
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
に
は
、
労
働
災
害
を
は
じ
め
、
出
稼
ぎ
先
で
の
賃
金
の
遅
延
・
不
払
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
高

い
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
留
守
家
族
の
不
安
、
留
守
家
庭
に
お
け
る
子
供
の
教
育
な
ど
に
障
害
を
与
え
る
社
会
間
題
を
派

生
さ
せ
る
た
め
、
就
労
条
件
の
明
確
化
、
就
労
経
路
の
正
常
化
な
ど
、
就
労
の
安
定
を
図
り
、
健
全
な
出
稼
ぎ
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
間
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
者
の
援
護
対
策
と
し
て
、
出
稼
ぎ
者
お
よ
び
そ
の
留
守
家
族
に
対
す
る
相
談
援
護
対
策
、
就
労

中
に
お
け
る
疾
病
の
防
止
を
目
的
と
し
た
資
料
の
作
成
、
出
稼
ぎ
団
体
の
育
成
・
指
導
、
事
故
見
舞
金
制
度
の
加
入
促
進
な
ど
の
活

動
を
展
開
し
、
出
稼
ぎ
の
安
全
化
・
健
全
化
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
対
す
る
施
策
の
方
向
と
し
て
、
大
間
町
で
は
次
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
て
い
る
。

地
場
産
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
り
、
一
雇
用
機
会
の
拡
大
と
所
得
格
差
の
是
正
を
図
り
、
出
稼
ぎ
の
解
消
と
出
稼
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）
と
が
で
き
る
。

低
所
得
者
の

推
移
と
実
態

⑦
 

⑥ ⑤ ④
 

③
 

②
 

r. 

ノ‘

低
所
得
者
対
策

出
稼
ぎ
労
働
者
の
就
労
形
態
を
勘
案
し
て
、
求
人
情
報
の
積
極
的
な
把
握
と
、
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

求
人
開
拓
を
強
化
す
る
。

安
全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
を
図
る
た
め
、
良
質
な
求
人
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
職
業
安
定
所
経
由
に
よ
る
就
労
の

正
常
化
に
努
め
、
町
の
届
け
出
の
徹
底
を
図
る
。

出
稼
ぎ
の
安
全
化
を
実
現
す
る
た
め
、
同
一
地
域
内
の
グ
ル
ー
プ
就
労
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
し
得
る
グ
ル
ー
プ
リ
ー

出
稼
ぎ
労
働
者
の
就
労
先
に
お
け
る
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
出
稼
ぎ
就
労
前
の
健
康
診
断
の
励
行
を
推
進
す
る
。

ふ
る
さ
と
便
り
な
ど
を
掲
載
し
た
出
稼
ぎ
労
働
者
指
導
資
料
を
作
成
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
と
留
守

出
稼
ぎ
先
の
現
地
訪
問
、

家
族
と
の
相
談
援
護
の
強
化
を
図
る
。

出
稼
ぎ
労
働
者
の
安
全
就
労
を
図
る
ほ
か
、
就
労
先
で
の
事
故
や
留
守
家
族
の
災
害
な
ど
に
対
し
、

舞
い
金
の
給
付
事
業
な
ど
、
互
助
制
度
の
充
実
を
図
る
。

低
所
得
者
福
祉
の
対
象
は
、
経
済
的
適
応
力
の
弱
い
高
齢
者
や
傷
病
者
、
母
子
、
障
害
者
な
ど
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
援
護
を
受
け
て
い
る
被
保
護
祉
帯
と
、
保
護
ま
で
に
は
至
ら
な
い
一
歩
手
前
の
世
帯
と
の
二
つ
に
大
別
す
る

ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

ぎ
労
働
者
の
地
元
定
着
に
努
め
る
。

そ
の
程
度
に
応
じ
た
見
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②
 

①
 

大
間
町
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
人
員
は
、
昭
和
五
十
三
年
二
九
七
八
）
四
月
で
一
〇
二
世
帯
・
ニ
九
一
人
と
な
っ
て

い
て
、
人
ロ
一

0
0
0
人
当
た
り
の
被
保
護
人
貝
は
三
七
人
で
、
そ
の
保
護
率
は
下
北
管
内
で
は
大
畑
町
に
次
い
で
高
く
、
昭
和
四

十
五
年
当
時
と
比
較
す
る
と
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
一
四
一
世
帯
・
三
七
四
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の

方
向
へ
進
み
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
は
一
0

四
世
帯
・
ニ
三
七
人
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
七
月
に
は
六
二
世
帯

•
1
0
一
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
保
護
率
は
青
森
県
・
下
北
郡
の
数
字
と
比
べ
て
非
常
に
高
い
。

こ
れ
を
保
護
世
帯
の
類
別
で
み
る
と
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
二
月
は
、
傷
病
障
害
世
帯
一
六
、
高
年
齢
者
世
帯
二
四
、
母
子
世

帯
一
八
、

そ
の
他
四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
低
所
得
者
層
に
対
し
て
は
、
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
自
立
更
生
援
助
と
し
て
生

活
福
祉
資
金
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
二
年
度
で
四
世
帯
・
ニ

1
0
万
円
の
借
入
が
あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
で
は
一

0
世
帯
・

九
六
0
万
円
、
平
成
七
年
度
で
は
三
世
帯
•
四
八
九
万
円
が
借
入
さ
れ
て
い
る
が
、
借
入
件
数
は
年
々
微
減
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

大
間
町
の
こ
れ
か
ら
の
低
所
得
者
に
対
す
る
施
策
の
方
向
と
し
て
は
、

次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

低
所
得
者
層
の
経
済
的
自
立
を
助
長
す
る
た
め
、
就
労
の
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
自
立
更
生
に
際
し
、
必
要
と
す
る
資

金
を
貸
与
す
る
生
活
福
祉
資
金
や
助
け
合
い
資
金
の
拡
充
を
図
る
。

低
所
得
者
が
温
か
い
援
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
杜
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
組
織
の
強
化
を
図
る
。
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社
会
保
険
の
充
実

大
間
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
は
、
昭
和
五
十
一
年
(
-
九
七
六
）
度
に
は
一
三
二
二
世
帯
・
五
七
五
五

人
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
雇
用
の
増
加
に
伴
う
社
会
保
険
の
加
入
な
ど
に
よ
り
、
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
っ

た
。
昭
和
六
十
三
年
度
に
な
る
と
、
こ
の
数
字
は
一
四
二
八
祉
帯
•
四
八
九
0
人
と
な
り
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
三
月
末
現
在

に
は
一
四
八
二
世
帯
•
四
三
0
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
一

0
年
前
後
は
、

国
民
健
康
保
険
の
大
き
な
柱
で
あ
る
医
療
の
給
付
は
、
は
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
、
当
初
は
世
帯
主
・
棋
帯
貝
と
も
に

五
割
給
付
だ
っ
た
の
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
、
世
帯
主
の
七
割
給
付
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
に
は
世
帯
貝
に
つ
い
て
も
七
割

給
付
と
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
給
付
改
善
に
加
え
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
乳
児
・
妊
産
婦
・
老
人
の
一

0
割
給
付
、
昭
和
四
十
九
年

に
は
高
額
療
養
費
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
加
入
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
昭
和
五
十
二
年
に
は
、
老
人
保
健
制
度
が
創
設
さ
れ
、
国
か
ら
の
拠
出
金
の
負
担
に
よ
り
、
高
齢
者
を
多
く
抱
え
る
国
民
健

康
保
険
に
と
っ
て
は
、
多
少
な
り
と
も
負
担
の
軽
減
と
な
っ
て
い
る
し
、
昭
和
五
十
九
年
の
退
職
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
被

用
者
保
険
か
ら
の
拠
出
が
制
度
化
さ
れ
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
も
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費
の
引
き
上
げ
な
ど
も
実
施
各
れ
て
い
る
。

財
政
状
況
を
見
る
と
、

横
ば
い
の
傾
向
に
あ
る
。

国
民
健
康
保
険

の
推
移
と
実
態

七

昭
和
五
十
二
年
度
決
算
に
お
け
る
歳
入
・
歳
出
の
総
額
は
、

さ
ら
に
大
間
町
で
は
、
出

そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
二

0
0
万
円
、

一
億
七
五

i
ま

i9l>`

 

0
0
万
円
で
、
一
四

0
0
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
総
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
平
成
七
年
度
決
算
に
お
け
る
歳
人
・
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第 1節 住民福祉計画

歳
出
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
億
六
六

0
0
万
円
、

五
億
八
八

0
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
に
よ
る
保
険
税
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
で
一
世
帯
当
た
り
四
万
七
九
三
七
円
、

内
で
は
最
低
だ
っ
た
が
、
対
前
年
比
伸
び
率
が
一
世
帯
当
た
り
二
六
％
、

た
。
同
年
度
の
歳
出
を
見
る
と
、

昭
和
三
十
六
年
(
-
九
六
一
）

七
八

0
0
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
当
た
り
一
万
一

0
0
二
円
と
、
青
森
県

一
人
当
た
り
三
五
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
伸
び
を
見
せ

一
人
当
た
り
三
万
七
五
七
七
円
と
な
っ
て
お
り
、
改
正
に
よ
る
給
付
率
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

医
療
費
の
増
加
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
を
平
成
七
年
度
で
見
る
と
、
歳
入
に
よ
る
保
険
税
は
一
世
帯
当
た
り
一
四
万
六
二
八

0
円、

一
人
当
た
り
五
万
五
三
五
円
で
、
対
前
年
比
の
伸
び
率
が
一
世
帯
当
た
り
二
％
、

に
生
活
の
安
定
と
所
得
の
保
障
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
国
民
年
金
は
、
昭
和

六
十
一
年
に
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
を
め
ざ
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
し
、
す
べ
て
の
国
民
に
基
礎
年
金

を
支
給
す
る
制
度
と
し
て
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
は
、
強
制
加
入
と
任
意
加
入
と
が
ダ
ブ
っ
て
お
り
、
大
間
町
の
昭
和
五
十
二
年
度
を
見
る
と
、
拠
出
年
金

の
被
保
険
者
数
は
、
強
制
二
九
七
六
人
、
任
意
九
四
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
検
認
率
は
一

0
0％
に
達
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
十

三
年
度
の
被
保
険
者
数
は
、
強
制
二

0
六
七
人
、
任
意
六
人
と
な
り
、
保
険
料
の
検
認
率
は
八
六
・
七
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を

平
成
七
年
度
で
見
る
と
、
強
制
一
六
九
七
人
、
任
意
三
人
、
検
認
率
九
四
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
国
民
年
金
の
給
付
状
況
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
年
度
も
老
齢
年
金
が
圧
倒
的
な
比
重
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
老
齢
人
口
の

増
加
に
伴
う
給
付
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
年
金
受
給
者
の
増
加
と
と
も
に
、
年
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど
か
ら
、
住
民

の
関
心
が
高
ま
り
、
国
民
年
金
の
加
入
が
促
進
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
強
制
・
任
意
加
入
者
の
実
態
把
握
と
加
入
促
進
に
努

め
、
制
度
の
普
及
を
図
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

国
民
年
金
の

推
移
と
実
態

一
三
万
五
四
四

0
円
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
当
た
り
四
％
で
あ
り
、
歳
出
は
一
人
当
た
り
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表 9-2 大間町国民年金年金給付の変遷
単位：円

旧法

年度 繰り上げ15年年叶本来i通老 障害 母子（準母子） 填ヽヽ珪Lノ1日U 寡婦

昭和36 合計

゜ ゜ ゜ ゜37 件数 金額

゜ ゜ ゜ ゜38 

゜ ゜ ゜ ゜39 l 30,000 8 216,000 

゜ ゜40 I 30,000 9 244,800 

゜ ゜41 1 72,000 13 823,200 8 88,800 

゜42 5 348,000 21 1, 298'400 8 88,800 

゜43 8 540,000 24 1,449,600 6 79,200 

゜44 
， 

624,000 27 1,648,800 5 74,400 

゜45 10 1,176,000 26 2,529,600 4 105,600 

゜46 41 2,085,629 12 1,416,000 29 2, 798, 400 4 105,600 

゜47 48 2,232,551 13 1, 690, 000 28 2, 952, 000 4 115,000 

゜48 122 14,529,956 15 4,440,000 27 6, 700, 000 5 500,000 l 50,000 

49 212 26,118,215 17 5,850,000 31 8,860,000 4 580,000 2 110,000 

50 340 52,047,907 21 8,490,000 29 10,041,000 4 698,000 4 297,000 

51 403 71,448,500 23 10,593,000 33 13,504,800 4 840,000 5 444,000 

52 449 86,650,800 27 13,645,800 34 15,218,400 3 890,400 7 69,700 

53 512 104,772,300 30 15,711,000 34 16,143,400 3 948,300 6 709,800 

54 555 119,362,600 28 15, 177, 000 30 14,796,000 2 956,000 6 734,000 

55 608 141,280,500 28 15,926,000 27 18,379,000 1 502,000 7 981,000 

56 650 164,091,700 2917,573,000 25 17,286,000 4 1,165,000 7 1,058,000 

57 689 181,769,600 30 18,854,000 22 15,646,000 4 1,209,000 9 1,554,000 

58 744 197,530,100 32 19,979,000 21 15,071,000 4 1,210,000 9 1,554,000 

59 789 213,631,700 32 20,371,000 23 16,689,000 2 438,000 9 1,696,000 

60 834 235,378,000 36 23,588,000 18 13,526,000 2 820,000 7 1,439,000 

61 841 244,797,000 37 26,095,200 16 14,012,300 2 913,400 8 2,647,200 

62 835 246,163,800 36 25,435,400 16 13,719,700 2 1,033,700 10 3,372,400 

63 824 243,254,100 36 25,150,600 12 10,410,600 2 1,034,900 12 3,982,600 

平成冗 808 247,978,200 36 26,857,500 1110,142,000 1 666,000 11 3, 999, 900 

2 790 247,975,400 34 25,548,400 9 8,554,000 3 1,559,100 12 4,602,800 

3 773 250,589,300 32 24,570,000 10 9,381,400 1 702,000 13 5,163,800 

4 713 236,648,900 29 22,846,700 5 4,741,700 1 725,300 12 4,865,700 

5 689 232,408,900 26 20,644,200 5 4,819,800 1 737,300 13 5,499,100 

新法

年度 老齢基礎 障害基礎 遺族基礎

昭和61 26 8,155,100 57 43, 128, 700 4 1,930,500 

62 85 27,475,100 60 45,232,000 21 10,900,900 

63 139 45, 005, 200 68 50,583,500 16 9,721,200 

平成元 188 65,193,200 76 60,451,500 17 10,615,900 

2 240 86, 548, 900 17 62,376,000 20 13,847,200 

3 310 118,460,600 88 72, 170, 200 22 15,874,400 

4 384 154,751,200 88 7 4, 355, 100 23 16,024,200 

5 470 199,549, 700 91 77,315,400 31 22,128,600 
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第 2節 保健と医療

ま
た

保
健
と
医
療

大
間
町
の
近
代
医
学
を
基
盤
と
し
た
医
療
施
設
の
設
置
は
、

蛇
浦
、
大
間
、
奥
戸
、
佐
井
五
ケ
村
聯
合
ノ
公
共
病
院
ヲ
設
ケ
シ
カ
、

病
院
ヲ
開
設
シ
、
村
民
ノ
診
療
二
従
事
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
あ
り
、

た
ら
し
い
。
『
大
奥
村
誌
』

の
記
述
を
見
る
と
、

明
治
―
―
十
年
(
-
八
八
七
）
代
に
さ
か
の
ぼ
る
古
い

明
治
二
十
二
年
六
月
一
日
廃
止
ス
ル
ヤ
大
間
、
奥
戸
へ
新
ニ

そ
の
開
設
は
明
治
二
十
二
年
六
月
十
四
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
病
院
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
考
え
る
よ
う
な
病
院
と
し
て
の
規
模
と
内
容
を
持
っ
た
医
療
施
設
で
は
な
か
っ

明
治
―
二
十
年
に
公
立
病
院
に
関
す
る
規
則
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
病
院
と
し
て

の
設
備
を
そ
ろ
え
る
と
多
大
な
金
額
を
必
要
と
す
る
の
で
、
二
つ
の
病
院
と
も
医
院
と
改
称
し
、
大
間
地
区
医
院
に
は
四

0
四
円
五

0
銭
、
奥
戸
地
区
医
院
に
は
三

0
0
円
の
年
間
補
助
を
行
い
、
建
物
を
無
料
貸
与
し
て
医
師
の
自
営
に
一
任
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
病
院
と
い
う
よ
り
は
診
療
所
、
個
人
医
院
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
ぎ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
明
治
二
十
年
、
青
森
県
下
に
赤
痢
が
大
流
行
し
た
際
、

さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
の

医

療

施

設
第

「
大
間
、
奥
戸
ニ
ケ
村
二
村
営
ノ
隔
離
病
舎
ヲ
新

歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
大
正
七
年
(
-
九
一
八
）
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た

『
大
奥
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
「
易
国
間

医
療
施
設

一節
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築
セ
シ
カ
、
二
、
三
ノ
患
者
ヲ
収
容
セ
シ
ニ
止
マ
リ
タ
リ
」
と
の
経
営
不
振
の
記
録
が
あ
り
、
奥
戸
隔
離
病
舎
は
大
正
三
年
一
月
の

暴
風
雨
に
よ
っ
て
全
壊
し
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
代
ま
で
全
国
的
に
医
療
施
設
は
お
ろ
か
無
医
村
が
珍
し
く
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
大
間
・
奥
戸
両
地
区
の
医
療
体
制
は
、

か
な
り
進
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）

か
ら
大
間
地
区
医
院
と
奥
戸
地
区
医
院
は
、

点
と
し
て
住
民
の
健
康
管
理
、
疾
病
の
治
療
に
当
た
っ
て
き
た
が
、

正
確
な
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

原
輝
太
郎
の
両
医
師
、

郷
土
の
医
療
の
拠

こ
の
二
地
区
の
医
師
に
は
さ
ま
ぎ
ま
な
変
遷

昭
和
八
年
(
-
九
三
三
）
ま
で
須
藤
医
院
と
し
て
三
三
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て

大
間
区
医
を
務
め
た
須
藤
松
雄
と
、
昭
和
十
八
年
か
ら
戦
後
の
昭
和
三
十
三
年
ま
で
岸
原
医
院
と
し
て
同
じ
大
間
区
医
を
勤
め
た
岸

そ
し
て
岩
田
医
院
と
し
て
奥
戸
区
医
を
務
め
た
岩
田
員
医
師
の
三
人
を
除
く
と
、
比
較
的
医
師
の
顔
ぶ
れ
は

大
間
区
医
1
1
須
藤
松
雄
・
横
内
忠
雄
・
横
内
孝
慈
・
下
村
藤
男
・
小
山
内
喜
太
郎
・
堀
江
市
太
郎
・
長
浜
秀
彦
・
岸
原
輝
太
郎

奥
戸
区
医
1
1

安
束
元
格
・
小
林
毅
・
工
藤
岩
太
郎
・
中
野
太
熊
·
萩
谷
福
寿
・
須
藤
英
夫
・
須
藤
松
雄
•
福
田
春
作
・
沢
田
伊

悦
•
吉
田
貞
夫
・
小
山
内
喜
太
郎
・
堀
江
市
太
郎
•
長
浜
秀
彦
・
岩
田
慎

こ
ろ
か
ら
、

以
上
が
戦
前
の
大
間
・
奥
戸
区
医
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
氏
名
だ
が
、
両
地
区
と
も
に
同
一
の
医
師
が
名
を
連
ね
て
い
る
と

両
方
の
地
区
医
を
兼
任
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
地
区
医
院
と
は
別
に
、
医
療
機
関
と
し
て
は

奥
戸
地
区
に
昭
和
十
二
年
か
ら
続
い
て
い
る
高
橋
俯
科
医
院
の
存
在
も
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
な
医
療
体
制
の
中
で
、
私
た
ち
の
郷
土
に
多
発
し
た
疾
病
は
腸
チ
フ
ス
で
あ
っ
た
。
『
下
北
半
島
史
』
に
よ
る
と
、
明

治
三
十
四
年
に
一
九
名
、
同
一
二
十
五
年
に
一

0
名
、
同
一
二
十
六
年
に
一
七
名
、
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
に
四

0
名
、
同
九
年
に
三

変
わ
っ
て
い
る
。

終
戦
ま
で
の

医
師
と
疾
病
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第 2節 保健と医療

大
間
の
岸
原
医
院
は
、
昭
和
三
十
三
年
ま
で
で
終
わ
り
、

の
不
足
か
ら
総
合
的
な
医
療
施
設
で
あ
る
病
院
設
置
を
待
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
六
月
一
日
、
町

民
念
願
の
国
民
健
康
保
険
大
間
病
院
が
寺
道
に
新
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
三
二
床
の
規
模
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

れ
は
本
格
的
な
総
合
病
院
で
あ
り
、
大
間
町
の
医
療
施
設
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

昭
和
四
十
六
年
に
は
、

む
つ
市
に
一
市
一
二
町
四
村
の
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
た
め
、

医
療
セ
ン
タ
ー
大
間
病
院
と
な
り
、
医
療
設
備
も
年
ご
と
に
充
実
し
て
い
く
。
昭
和
五
十
七
年
の

X
線
テ
レ
ビ
の
導
入
、
昭
和
五
十

そ
の
年
の
暮
れ
に
は
救
急
病
院
の
指
定
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

八
年
に
は
病
床
も
―
二
床
増
床
さ
れ
、
手
術
室
の
改
修
も
行
わ
れ
、

た
。
そ
れ
ま
で
に
は
産
婦
人
科
や
歯
科
の
医
師
が
確
保
で
ぎ
ず
、
一
時
休
診
な
ど
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
が
、
県
か
ら
の
派
遣
医
師

も
増
貝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
給
食
室
も
増
設
さ
れ
て
、
昭
和
六
十
年
ま
で
に
は
、
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
病
院
に
成
長
し
た
の

佐
井
村
へ
も
出
向
い
た
と
い
う
。

が
町
民
医
療
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
奥
戸
で
は
、
も
っ
と
医
療
機
関
が
必
要
と
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
（
一

九
五
七
）
、
新
た
に
奥
戸
診
療
所
を
開
設
、
同
三
十
四
年
ま
で
は
福
井
巌
医
師
、
そ
れ
以
降
は
中
道
友
輔
が
診
療
し
た
。
正
確
な
記

録
は
な
い
が
、
中
道
医
師
は
、
午
前
中
は
診
療
所
で
診
療
し
、
午
後
は
往
診
、
奥
戸
地
区
内
ば
か
り
で
な
く
、
大
間
地
区
や
隣
村
の

戦
後
の
状
況

と
大
間
病
院

一
名
を
数
え
、

こ
の
二

0
年
間
に
計
一
四
六
名
の
患
者
が
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
の
『
自
力
更
生
の
原
理
』
に
よ
れ
ば
、
伝
染
病
の
患
者
数
は
、

八
0
名
、
赤
痢
五
名
、
痘
癒
一
名
、
狸
紅
熱
一
名
、

）
の
病
院
は
下
北 こ

昭
和
十
年
に
発
刊
さ
れ
た
大
間
小

明
治
三
十
九
年
か
ら
昭
和
九
年
十
一
月
ま
で
で
、
腸
チ
フ
ス
一

パ
ラ
チ
フ
ス
一
名
、
ジ
フ
テ
リ
ア
ニ
九
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

伝
染
病
を
圧
倒
的
に
引
き
離
し
て
、
腸
チ
フ
ス
の
猛
威
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
後
に
な
っ
て
も
、
大
間
区
医
と
奥
戸
区
医
の
形
の
医
療
体
制
は
続
き
、
大
間
の
岸
原
医
院
、
奥
戸
の
岩
田
医
院

そ
の
代
わ
り
に
大
間
営
林
署
診
療
所
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
も
他
の

や
は
り
医
療
機
関
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第 9章 伸びゆく杜会福祉

平
成
二
年
、

急
速
に
前
進
し
た
。

写真 9-6 大間病院

よ
っ
て

大
間
病
院
の

新
築
と
移
転

一
四

そ
の
間
に
大
間
町
で
起
こ
っ
た
病
禍
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
奥
戸
の
集
団
赤
痢
の
発
生

で
あ
っ
た
。
真
性
一
三
七
名
、
保
菌
者
二
七
九
名
と
い
う
大
量
の
罹
病
者
は
、
奥
戸
中
学

校
を
急
ぎ
ょ
仮
隔
離
病
舎
と
し
て
収
容
さ
れ
、
周
辺
の
大
消
毒
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

奥
戸
に
も
水
道
付
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
町
の
医
療
施
設
の
発
展
と
と
も
に
、
大
間

町
全
体
の
保
健
衛
生
の
発
展
も
あ
っ
た
時
期
な
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

大
間
病
院
が
さ
ら
に
飛
躍
的
に
発
展
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭

和
六
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
設
備
増
設
、

そ
し
て
人
貝

の
増
員
が
行
わ
れ
、
充
実
の
一
途
を
た
ど
る
大
間
病
院
は
、
施
設
そ
の
も
の
の
狭
陰
さ
に

こ
れ
以
上
の
発
展
を
め
ご
す
に
は
限
界
が
見
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て

増
築
か
新
築
か
に
つ
い
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
練
ら
れ
、

き
た
改
修
・
増
築
よ
り
新
し
い
用
地
を
確
保
す
る
新
築
移
転
の
方
が
機
能
的
に
も
充
実
す
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま

病
院
の
新
築
移
転
に
つ
い
て
青
森
県
と
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
に
入
る
と
、
大
間
平
に
病
院
建
設

用
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
青
森
県
に
病
院
新
築
お
よ
び
医
師
の
増
貝
派
遣
の
陳
情
も
行
わ
れ
、
大
間
病
院
の
新
築
移
転
問
題
は

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
会
議
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
大
間
病
院
新
築
移
転
事
業
費
が
議
決
さ
れ
る

と
、
翌
二
年
に
は
着
工
、
そ
し
て
平
成
四
年
に
は
完
成
、
診
療
開
始
と
い
う
ト
ン
ト
ン
拍
子
の
実
現
で
あ
る
。
一
万
五

0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
の
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
、
病
床
数
六
〇
、
内
科
・
外
科
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
歯
科
の
診
療
科
目
、
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第 2節 保健と医療

求
め
る
住
民
が

む
つ
市
や
函
館
市
へ
と
流
出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

医
療
施
設
と

患
者
の
推
移

れ
か
ら
も
大
間
病
院
は
さ
ら
に
発
展
充
実
の
道
を
め
ざ
し
て
い
る
。

0
台
収
用
で
き
る
駐
車
場
と
木
造
平
屋
建
て
四
棟
の
医
師
住
宅
、

さ
ら
に
平
成
五
年
に
は
、

ク
の
機
能
を
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
最
新
鋭
の
医
療
の
設
備
を
誇
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
。

人
工
透
析
室
の
増
築
工
事
が
着
工
、
翌
六
年
に
は
一
〇
床
の
人
工
透
析
室
も
完
成
し
、
大
間
町
民
の
医

療
を
一
手
に
引
き
受
け
る
総
合
的
な
医
療
施
設
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
五
年
に
新
築
さ
れ
た
旧
大
間
病
院
が
ブ
ロ
ッ

ク
造
り
二
階
建
て
で
、
病
床
数
は
わ
ず
か
三
二
、
医
師
数
も
四
人
だ
っ
た
時
代
か
ら
比
べ
れ
ば
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
が
、

そ
の
後
、

）
れ
ら
の
事
情
は
引
き
続
き
変
わ
ら
ず
、
外
来
患

ど
こ
か
ら
見
て
も
堂
々
と
し
た
こ
の
新
病
院
は
、
短
期
人
間
ド
ッ

昭
和
五
十
三
年
(
-
九
七
八
）
度
の
大
間
町
の
医
療
施
設
を
見
る
と
、

歯
科
診
療
所
一
、
整
骨
院
一
で
あ
っ
た
。

旧
大
間
病
院
の
ほ
か
、

一
般
診
療
所
一
、

旧
大
間
病
院
に
は
医
師
は
三
人
で
病
床
数
は
―

1
0
、
診
療
所
の
医
師
は

各
一
人
だ
っ
た
か
ら
、
計
六
人
の
医
師
と
病
床
二

0
が
大
間
町
の
医
療
体
制
の
す
べ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
医
療
法
に
よ
る

基
準
病
床
数
の
四
四
床
の
四
五
％
に
し
か
す
ぎ
ず
、
非
常
に
少
な
い
医
療
体
制
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
五
十
一
年
度
の
旧
大
間
病
院
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、
延
べ
患
者
数
は
四
万
七
九
七
三
人
で
、

八
三
人
と
比
べ
る
と
、

五
四
％
と
大
幅
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
入
院
・
外
来
別
で
見
る
と
、

入
院
患
者
数
は
滅
少
し
、
外
来
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

昭
和
四
十
七
年
度
の
三
万
九

入
院
患
者
数
が
三
•
四
倍
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
外
来
患
者
は
四
四
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
老
人
医
療
制
度
の

確
立
に
よ
る
老
人
入
院
患
者
の
増
加
で
あ
り
、
外
来
患
者
の
伸
び
の
鈍
化
は
、
交
通
事
情
の
改
善
に
よ
り
、

よ
り
充
実
し
た
医
療
を

者
の
増
加
は
、
大
間
町
だ
け
で
は
な
く
、
風
間
浦
村
・
佐
井
村
か
ら
も
大
間
病
院
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
こ

う
し
た
背
景
か
ら
、
施
設
の
老
朽
化
と
狭
陰
さ
を
解
消
し
、
最
新
の
医
療
設
備
を
備
え
た
新
し
い
大
間
病
院
の
新
築
移
転
が
実
現
し こ
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戦
後
の
混
乱
期
に
は
、
全
国
的
に
保
健
衛
生
・
疾
病
予
防
に
対
す
る
意
識
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
日
本
も
、
世

の
中
が
安
定
す
る
に
つ
れ
て
公
衆
衛
生
思
想
が
普
及
し
、
疾
病
予
防
知
識
の
向
上
と
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

平
均
寿
命
の
伸
び
が
年
ご
と
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
大
間
町
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
く
、
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）

代
に
入
る
と
、
細
菌
性
疾
患
な
ど
に
よ
る
死
亡
は
急
激
に
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、

そ
の
反
面
、
社
会
生
活
の
複
雑
化
、
食
生
活
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
疾
病
の
構
造
も
複
雑
な
様
相
を
見
せ
る
よ
う
に

な
り
、
特
に
が
ん
を
は
じ
め
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
の
急
増
と
精
神
障
害
の
増
加
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
五
十
―
一
年
度
の
大
間
町
で
の
全
死
亡
者
の
う
ち
、
六
ニ
・
七
％
が
成
人
病
に
よ
る
死
亡
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
見
る
と
、
腸

死
亡
率
低
下
と

成
人
病
の
急
増

④
 

保
健
衛
生

た
わ
け
だ
が
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
度
は
、

入
院
患
者
数
一
万
七
一
六
九
人
、
外
来
患
者
数
五
万
二
三
六

0
人
と
い
う
数
字
が

示
す
通
り
、
抜
本
的
な
解
決
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
医
療
状
況
を
踏
ま
え
て
、
大
間
町
で
は
今
後
の
施
策
の
方
向
と
し
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

交
通
事
故
・
産
業
災
害
な
ど
の
突
発
事
故
に
対
応
で
き
る
救
急
医
療
体
制
お
よ
び
夜
間
診
療
体
制
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
。

③ ② ① 

町
民
の
健
康
管
理
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
移
動
検
診
車
の
配
備
を
推
進
す
る
。

救
急
患
者
の
輸
送
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
躍
を
推
進
し
、

お
よ
び
北
海
道
の
上
級
病
院
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

さ
ら
に
医
師
・
看
護
婦
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
確
保
と
質
的
向
上
を
図
る
。

む
つ
市
・
函
館
市
・
弘
前
市
な
ど
の
県
内
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第 2節 保健と医療

④ ③ 
チ
フ
ス
や
赤
痢
な
ど
の
伝
染
病
に
よ
る
死
亡
が
主
流
だ
っ
た
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
大
間
町
も
、
細
菌
性
疾
患
に
対
す
る
保
健
衛
生

の
時
代
か
ら
、
成
人
病
対
策
へ
の
時
代
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
後
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
に
お
け
る
大
間
町
の
全
死
亡
者
七

0
名
の
う
ち
、
成
人
病
に
よ
る
死

亡
は
三
九
名
で
あ
り
、
全
体
の
五
五
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
成
人
病
は
四

0
歳
代
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
が
社

会
的
に
も
家
庭
的
に
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
だ
け
に
、
成
人
病
予
防
が
特
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
た
め
大
間
町
で
は
、
保
健
所
や
地
域
医
療
機
関
の
協
力
の
も
と
に
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
基
本
健
康
診
査
、
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
な
ど
の
集
団
検
診
を
実
施
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
が
、

町
民
の
受
診
率
は
低
く
、
実
施
方
法
の
改
善
と
広
報
活
動
に
よ
る
受
診
率
の
向
上
と
予
防
に
一
層
の
努
力
を
璽
ね
て
い
る
。

母
子
保
健
と
成
人
病
対
策
が
保
健
衛
生
面
で
の
主
流
に
な
る
前
ま
で
は
、
大
間
町
の
保
健
衛
生
事
業
計
画
の
中
で
重
点
事
業

「
健
康
大
学
」
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
た
の
は
母
子
保
健
衛
生
で
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
代
に
入
っ
て
も
、

大
間
町
の
母
子
保
健
が
下
北
管
内
の
他
町
村
と
比
べ
て
著
し
い
差
が
あ
り
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
問

題
点
を
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
四
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
自
宅
分
娩
が
五
七
・
六
％
と
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

②
近
く
に
専
門
医
が
い
な
い
た
め
、
交
通
お
よ
ぴ
経
済
的
負
担
か
ら
容
易
に
受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
妊
娠
中

の
健
康
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

一
般
に
妊
娠
・
分
娩
に
対
す
る
知
識
が
乏
し
く
、
そ
れ
が
妊
娠
・
分
娩
の
異
常
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
。

昭
和
五
十
二
年
の
出
生
数
―
二
五
名
の
う
ち
、
乳
児
死
亡
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
未
熟
児
が
七
名
も
あ
り
、
全
体
の
五
・
六
％

を
占
め
て
い
る
よ
う
に
、
未
熟
児
出
生
が
多
い
こ
と
。

753 



第9章 伸びゆく社会福祉

①
 

町
民
の
健
康
を
確
保
す
る
上
で
、
最
も
身
近
な
問
題
と
し
て
蚊
．
蠅
．
鼠
な
ど
の
病
原
菌
を
媒
介
す
る
も
の
の
駆
除
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
大
間
町
で
は
、
町
の
指
導
に
よ
る
市
街
地
を
中
心
と
し
た
一
斉
清
掃
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、

に
、
町
営
住
宅
な
ど
で
も
自
主
的
に
側
溝
な
ど
の
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

の
で
、
今
後
、
衛
生
管
理
の
指
導
お
よ
び
衛
生
思
想
の
普
及
を
図
り
、
町
民
の
協
力
体
制
の
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
疾
病
予
防
・
健
康
管
理
・
環
境
衛
生
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
大
間
町
で
は
、
今
後
の
施
策
の
方
向
と
し
て
次
の
諸

〈
疾
病
予
防
活
動
〉

成
人
病
に
つ
い
て
は
、

点
を
揚
げ
て
い
る
。

既
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で

こ
の
た
め
大
間
町
で
は
、
母
子
保
健
法
に
基
づ
ぎ
、
開
業
助
産
婦
お
よ
び
保
健
婦
に
よ
る
未
熟

児
•
新
生
児
に
対
す
る
訪
間
指
導
や
定
期
的
な
健
康
相
談
、
育
児
教
育
と
し
て
の
母
親
教
室
、
妊

婦
教
室
な
ど
の
開
催
を
精
力
的
に
行
っ
て
ぎ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
次
第
に
問
題
点
は
解
消
の

方
向
に
進
み
、

母
子
保
健
衛
生
に
関
す
る
成
果
は
大
い
に
上
が
っ
て
い
る
。

一
般
の
保
健
管
理
に
関
し
て
も
、

昭
和
五
十
八
年
度
に
「
健
康
大
学
」
を

開
設
し
て
、
保
健
知
識
の
向
上
を
図
る
一
方
、
健
康
づ
く
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
健
康
手
帳
の
配
布

な
ど
に
よ
る
啓
蒙
・
普
及
に
努
め
て
い
る
。
母
子
保
健
衛
生
の
各
講
座
も
一
般
住
民
を
対
象
と
し

た
「
健
康
教
室
」
も
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
今
後
の
受
講
率
の
ア
ッ
プ
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
は
か
保
健
衛
生
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
環
境
衛
生
の
問
題
が
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
る

町
民
に
対
す
る
啓
蒙
を
強
化
し
、
予
防
思
想
の
普
及
と
検
診
の
普
及
に
努
め
る
。

）
こ
で
は
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

写真 9-7 予防接種風景

ま
た
大
間
町
で
は

）
れ
と
は
別

こ
れ
は
第
七
章
で
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第 2節 保健と医療

写真 9-8 乳幼児の保健指導

④
 

③
 り

、
整
備
推
進
に
努
め
る
。

病
原
菌
の
媒
体
と
な
る
蚊
・
蠅
・
鼠
な
ど
の
駆
除
を
効
果
的
・
能
率
的
に
行
う
よ
う
地
区

組
織
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。

犬
の
飼
い
方
の
指
導
、
野
犬
の
駆
除
を
推
進
す
る
。

②
 

各
種
予
防
接
種
率
の
向
上
を
図
り
、
疾
病
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

保
健
所
・
医
療
機
関
・
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
結
核
予
防
会
・
成
人
病
予
防
協
会
と
の
連
携
の
も
と
に
、
移
動
検
診
車
に
よ

る
集
団
検
診
や
健
康
相
談
の
拡
充
に
努
め
る
。

〈
健
康
管
理
活
動
〉

①
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
講
演
会
、
健
康
相
談
、
検
診
を
行
う
総
合
的
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
機
能
整
備
を
図
る
。

②
健
康
維
持
に
結
び
付
く
生
活
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、
各
種
施
設
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
。

③
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
保
健
指
導
を
強
化
し
、
母
子
の
健
全
な
育
成
を
図
る
。

〈
環
境
衛
生
活
動
〉

環
境
衛
生
・
公
衆
衛
生
思
想
の
啓
発
・
普
及
を
図
り
、
生
活
環
境
の
浄
化
に
努
め
る
。

町
内
各
地
区
に
お
け
る
環
境
下
水
路
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
町
民
と

□体
と
な

①
 

③ ② 
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第 9章 伸びゆく社会福祉

こ
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
平
成
元
年
十
二
月
に
国
が
策
定
し
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
通
称
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
）
」
と
翌
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
「
老
人
福
祉
法
及
び
老
人
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
基
に
平
成
十
一
年
度
を
目

標
年
次
と
し
て
、
全
国
各
市
町
村
に
義
務
づ
け
た
老
人
保
健
福
祉
推
進
の
具
体
的
な
計
画
で
あ
る
。
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
伴
っ
て
、

世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
わ
が
国
が
老
人
に
対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

全
国
各
市
町
村
へ
の
一
元
化
を
図
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
す
ぐ
に
対
応
し
た
こ
の
大
間
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
多
角
的
に
検
討

さ
れ
充
実
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

た
め
て
一
節
を
設
け
て
紹
介
す
る
。

め
に
、 健

康
で
生
き
が
い

の
あ
る
町
づ
く
り

第
三
節

老
人
保
健
福
祉
計
画

大
間
町
の
高
齢
者
の
現
状

大
間
町
の
老
人
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
既
に
第
一
節
で
詳
し
く
述
べ
た
が
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
―
―
-

月
、
大
間
町
で
は
新
し
く
「
大
間
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
の
目
標
を
実
現
す
る
た

日
々
大
き
な
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
老
人
福
祉
計
画
よ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
に
福
祉
と
保
健
医

療
と
の
連
携
を
強
化
し
、
大
間
町
の
実
情
を
踏
ま
え
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
施
設
整
備
へ
の
内
容
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
あ
ら
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い
大
間
町
の
素
顔
で
あ
る
。

向

の
六
項
目
で
、
そ
の
調
壺
結
果
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が

こ
れ
ま
で
県
の
補
助
を
受
け

そ
れ
は
大
間
町
に
住
む
高
齢
者
の
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の

で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
先
人
の
力
と
汗
の
偉
業
を
た
た
え
、
自
然
を
慈
し
み
、
郷
士
を
愛
し
、
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
文
化
的
で

た
く
ま
し
く
、
豊
か
で
明
る
い
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
へ
と
結
び
付
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
大
間
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、

た
だ
単
に
高
齢
者
だ
け
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
間
町
で
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
大
間
町
老
人
保
健
幅
祉
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
住
民
の
参
加
を
図
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
、
意
見
、
ニ
ー
ズ
な
ど
を
十
分
に
把
握
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
生
活
実
態
調
査
を

実
施
し
た
。
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
九
月
三
十
日
現
在
の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
一
〇
二
三
人
お
よ
び
六
二
歳
か
ら
六
四
歳
の
高

齢
者
予
備
軍
―
一
七
七
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
調
査
と
屈
収
は
民
生
委
貝
が
行
い
、
事
前
に
必
要
な
研
修
説
明
を
十
分
に
行
っ
た

た
め
、
九
七
・
三
％
と
い
う
高
い
回
答
率
が
見
ら
れ
る
。

調
査
の
内
容
は
、
①
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
状
況
、
②
寝
た
き
り
・
痴
呆
な
ど
の
要
介
護
老
人
の
状
況
、
③
要
介
護
老
人
の
障
害

の
程
度
と
在
宅
介
護
の
実
態
、
④
住
居
の
状
況
、
⑤
高
齢
者
の
受
診
状
況
、
⑥
就
業
構
造
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
利
用
意

高
齢
者
生
活
実

態
調
査
の
実
施

こ
の
生
活
実
態
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
新
し

全
国
的
な
規
模
で
眺
め
れ
ば
、
高
齢
化
社
会
は
世
界
各
国
に
比
べ
て
過
去
に
類
を
見
な
い
は
ど
の
ス
ピ
ー
ド
と
高
い
水
準
で
進
行

し
て
い
る
が
、
大
間
町
に
お
い
て
は
、
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
緩
や
か
な
推
移
を
見
せ
て
い
る
こ
と
、

て
行
っ
て
き
た
高
齢
者
在
宅
福
祉
事
業
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て

今
後
、
他
地
域
に
増
し
て
高
齢
化
の
波
が
急
速
に
押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
寝
た
き
り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
な
ど
の
要

介
護
老
人
が
増
加
す
る
こ
と
が
必
然
と
な
り
、
介
謹
力
の
面
で
は
核
家
族
化
の
進
展
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で
の
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れ
て
い
る
。

1
0年
間
で
四
九
九
人
減
少
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
の
人
口
指
数
を
一

0
0
と
す
る
と
、
平
成
二
年
に
は
九
一

1

一
・
五
％
ま

で
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
九
六
八
人
で
あ
り
、
総
人
口
の
一
三
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者
数
は
総
人
口
の
減
少

傾
向
に
反
し

‘
1
0年
間
で
四
一
七
人
増
加
し
、
平
成
十
二
年
に
は
一
三
八
五
人
、
三
一

・
O
％
と
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
中
で
も
介
護
の
必
要
度
が
高
く
な
る
七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
人
口
は
、
昭
和
五
十
五
年
で
は
二
二

0
人
、
総
人
口

に
対
し
て
ニ
・
八
％
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
平
成
十
二
年
に
は
、
五
九
三
人
、
総
人
口
に
対
し
て
九

・
O
％
に
な
る
と
見
込
ま

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
間
町
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
齢
者
世
帯
の
一
般
世
帯
の
動
向
は
、
昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八

0
)
に
は
一
九
〇
二
世
帯
だ
っ
た
が
、
平
成
七
年
(
-
九
九

推
移
と
現
状
五
）
に
は
二

0
九
二
世
帯
と
な
り
、
一
五
年
間
で
一
九

0
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
高
齢
者
が
一
人
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
単
身
世
帯
は
一
五
一
世
帯
で
あ
り
、
一
五
年
間
で
―
二
三
世
帯
増
え
、
高
齢

者
の
い
る
世
帯
総
数
の
一
八
・
ニ
％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者
夫
婦
世
帯
は
一
三
六
世
帯
で
あ
り
、
一
五
年
間
で
八
三
世
帯
増
え
、

れ 二
―
世
紀
の
幕
開
け
の
年
に
向
か
っ
て
試
み
ら
れ
る
、
新
し
い
大
間
町
の
姿
を
模
索
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

の
国
勢
調
査
に
よ
る
大
間
町
の
総
人
口
は
、
七
―
二
五
人
で
あ
る
。
人
口
の
推
移
は
表

五
年
ご
と
に
人
口
の
減
少
が
見
ら

高
齢
者
人
口

構
成
と
推
移

3
—

4 

介
護
力
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
大
間
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
従
来
の
住
民
福
祉
計
画
の
中
の
一
っ
と

し
て
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は
平
成
六
年
度
を
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
、
平
成
十
一
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
五
か
年
計
画
だ
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

平
成
二
年
(
-
九
九

0
)

（
二
六
七
ペ
ー
ジ
）

の
よ
う
に
昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八

0
)
以
後
、
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第 3節 老人保健福祉計画

表 9-3 要援護老人数

（平成 4年 9月現在）

で＿一＿｀ `―一＿＿ 

、ー在宅・施設の別

‘--＿‘̀ `  -‘̀ -_―  `̀  ` ̀ ̀ -｀ `ニ区分
在 宅

上
る

以
め

歳
占
合

65
に
割

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

65歳以上人口 1,023人

要
援
護
老
人

寝たきり

老人

ランク C
・・・-・--・・・・・・・・・・・ 

ランク B
．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

計

痴呆性老人④
--------------------------------------

虚 弱 老 人⑤

要援護老人計1③④⑤122人

施

在宅以外

皮―Illn 
医療機関

計

15人I⑧ 6人 1

③⑦⑧ 

43人

（注）総人口7,178人

寝
た
き
り
老
人

と
介
護
の
状
況

脳
卒
中
・
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
で

高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
っ
た
原
因
の
第
一
位
は

い
る
。
要
援
護
老
人
の
う
ち
、
在
宅
の
寝
た
ぎ
り
老
人
と
痴
呆
性
老
人
は

平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
九
月
現
在
、
要
援
護
老
人
の
総
数
は
一
四

援
護
を
必
要

と
す
る
老
人

口
の
二
五
・
九
％
を
占
め
て
、
過
去
一
五
年
間
で
二
八
・
ニ
％
と
著
し
い

高
齢
者
の
い
る
世
帯
総
数
の
一
六
•
四
％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者
単
身

世
帯
と
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
老
人
数
は
二
八
七
人
と
、
六
五
歳
以
上
の
人

増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
老
人
人
口
の
増
加
や
核
家
族

の
進
行
、
住
宅
事
情
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
高
齢
者
単
身
世
帯
お
よ
び
高

齢
者
夫
婦
世
帯
が
急
速
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

寝
た
ぎ
り
、
痴
呆
性
な
ど
の
要
援
護
老
人
の
状
況
を
見

人
で
あ
り
、

て
み
よ
う
。

そ
の
う
ち
八
五
％
に
当
た
る
―
二
二
人
が
在
宅
で
生
活
し
て

合
わ
せ
て
一
―

1
0
人
で
あ
り
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
ニ
・
九
％
を
占
め
る
。

全
体
の
ニ
ニ
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
第
二
位
は
老
衰
に
よ
る
も

の
で
全
体
の
一
八
・
ニ
％
、
第
三
位
は
老
人
性
痴
呆
症
に
よ
る
も
の
で
九
・

-
％
で
あ
る
。
今
後
も
寝
た
ぎ
り
と
な
る
原
因
順
位
に
つ
い
て
は
大
き
な

変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
寝
た
き
り
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老
人
の
数
は
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
在
宅
寝
た
き
り
老
人
の

A
D
L
（
日
常
生
活
状
況
）
の
状
況
を
見
る
と
、
寝
た
き
り
老
人
の
日
常
生
活
で
介
護
を
要
す
る

割
合
が
高
い
も
の
と
し
て
、
第
一
位
に
入
浴
、
第
二
位
に
移
動
・
着
替
え
・
排
泄
介
助
と
の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
施
設
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
お
よ
び
実
施
、

H
常
生
活
用
具
の
給
付
、
貸
与
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
介
護
者
の
精
神
的
・
身
体
的
負
担
が
少
し
で
も
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

主
な
介
護
者
の
在
宅
の
要
介
護
老
人
の
主
な
介
護
者
は
、
全
員
が
要
介
護
老
人
と
同
居
し
て
い
る
。
同
居
す
る
介
護
者
の
要
介

状
況
と
問
題
点
護
老
人
と
の
続
柄
を
見
る
と
、
配
偶
者
が
一

0
人
（
三
三
・
三
％
）
、
子
ま
た
は
子
の
配
偶
者
が
一
五
人
（
五

0
・
O
%）
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
家
族
へ
の
負
担
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

介
護
上
の
悩
み
の
第
一
位
は
心
身
の
疲
労
、
第
二
位
は
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い
、
第
三
位
は
仕
事
に
出
ら
れ
な
い
と
続
き
、
次

い
で
睡
眠
不
足
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
介
護
上
の
相
談
相
手
と
し
て
、
第
一
位
は
家
族
・
親
戚
、
第
二
位
は
保
健
婦
・
ヘ
ル
パ
ー
、

次
に
役
場
の
福
祉
担
当
者
、
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
で
あ
る
。
介
護
方
法
の
研
修
参
加
な
ど
に
つ
い
て
は
、
介
護
の
た
め
長
時
間
家

を
空
け
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
に
、
参
加
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
受
診
状
況
と
疾
病
構
造
の
現
状
を
眺
め
て
み
よ
う
。

六
五
歳
以
上
の
老
人
保
健
対
象
者
の
入
院
者
数
は
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
四
月
現
在
五
八
人
で
あ
り
、
高
齢

者
人
ロ
一
〇
六
三
人
の
う
ち
五
・
五
％
を
占
め
、
六
か
月
以
上
の
長
期
入
院
者
は
三

0
人
、
入
院
高
齢
者
の
五
一
・
七
％
を
占
め
て

い
る
。
平
成
四
年
度
に
お
け
る
入
院
件
数
は
、
月
平
均
延
べ
四

0
件
、
通
院
は
月
平
均
延
べ
六
―
一
件
で
あ
る
。

高
齢
者
の
診
療
諸
率
の
状
況
は
、
高
齢
者
の
診
療
費
三
要
素
の
平
成
五
年
三
月
現
在
の
内
訳
を
見
る
と
、
受
診
率
六
四
％
、
一
日

一
件
当
た
り
の
日
数
は
三
・
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
実
態
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

当
た
り
の
医
療
費
の
額
は
一
万
三
一
六
八
円
、

受
診
の
状
況

と
疾
病
構
造
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第 3節 老人保健福祉計画

あ
る
水
産
・
農
業
な
ど
第
一
次
産
業
の
従
事
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

就
業
と
収
入

と
生
き
が
い

カゞ 通
院
し
て
い
る
人
の
通
院
回
数
は
月
に
二
、

三
回
が
二
五
・
一
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
月
一
回
以
下
の
ニ
―
―
-
％
、
全
体
の
約
四
分

の
一
の
人
が
通
院
し
て
い
な
い
と
答
え
て
お
り
、
病
気
の
種
類
に
つ
い
て
は
循
環
器
系
・
筋
骨
格
系
・
消
化
器
系
・
神
経
系
が
多
い
。

な
お
、
高
齢
者
の
健
康
保
険
加
入
状
況
は
平
成
七
年
三
月
現
在
、
国
民
健
康
保
険
八
四
・
六
％
（
六
三
二
人
）
、
社
会
保
険
八
・
八

％
（
六
六
人
）
、
共
済
組
合
五
・
一
％
（
三
八
人
）
、

帯
で
あ
り
、

そ
の
他
一
・
五
％
（
一

一人）

で
あ
る
。

一
世
帯
当
た
り
の
平
均
世
帯
人
貝
は
三
・
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
般
世
帯
に
属
す
る
六
五
歳

一
世
帯
当
た
り
の
平
均
世
帯
人
貝
は
一
・
三
人
で
あ
る
。
六
五
歳
以
上
の

以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
数
は
七
二
七
世
帯
で
あ
り
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
一
般
世
帯
総
数
の
三
四
・
七
％
を
占
め
て
お
り
、
約
三
但
帯
に
一
世
帯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
既
に
触
れ
た

こ
う
し
た
高
齢
者
を
擁
す
る
世
帯
の
住
居
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
態
調
査
か
ら
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
居
住
形
態
を
見
る
と
、
持
ち
家
九
ニ
・
七
％
、
借
家
ニ
・
ニ
％
、

五
％
、

そ
の
他
―
ニ
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
一

0
人
の
う
ち
、

か
し
、
要
介
護
老
人
の
生
活
お
よ
び
介
護
面
に
お
け
る
住
宅
の
不
便
な
と
こ
ろ
は
数
々
あ
り
、
ト
イ
レ
、
風
呂
、

の
不
備
が
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
(
-
九
九
二
）

公
営
住
宅
な
ど
一

九
・
三
人
が
持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

そ
の
他
居
室
環
境

の
国
勢
調
査
か
ら
大
間
町
全
体
の
就
業
状
況
を
見
る
と
、
労
働
人
口
総
数
は
三
三
三
四

人
で
あ
り
、
総
人
口
の
四
六
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
労
働
人
口
は
三

0
九
人
で
、
高
齢

者
人
口
総
数
の
三
一
・
九
％
で
あ
り
、
三
人
に
一
人
は
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
労
働
人
口
総
数
の
九
・
三
％

に
当
た
り
、
貴
重
な
労
働
力
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
就
業
し
て
い
る
高
齢
者
の
仕
事
の
内
容
は
、
長
い
経
験
と
実
績
の

高

齢

者

の

居

住

形

態

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
―
一
年
二
九
九

0
)
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
間
町
の
総
世
帯
数
は
二

0
九
八
世
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業

て
の
施
設
の
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

年
金
の
み
の
収
入
か
他
の
扶
養
者
に
よ
る
仕
送
り
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
収
入
状
況
を
見
る
と
、

五
人
で
、
老
人
人
口
に
対
し
て
一
四
・
ニ
％
と
な
り
、
大
体
八
五
％
の
高
齢
者
が

こ
う
し
た
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
な
生
き
が
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
態
調
壺
に
よ
っ
て
返
っ
て
き
た
回
答
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
生
活
に
は
ば
満
足
し

て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
八
六
・
九
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
ま
だ
働
き
た
い
と

い
う
の
が
五
ニ
・
九
％
、
買
い
物
な
ど
の
外
出
が
三
三
・
五
％
と
な
り
、
意
外
に

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
少
な
い
。
今
後
の
高
齢
者
の
生
ぎ
が
い
対
策
と
し
て
、

趣
味
サ
ー
ク
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
拠
点
と
し

れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
現
状
と
評
価

大
間
町
に
お
け
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
っ
で
あ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
第
一
節
で
も
簡
単
に
述
べ
た
と
お

り
、
昭
和
四
十
五
年
(
-
九
七

0
)
か
ら
町
直
営
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
平
成
四

年
(
-
九
九
―
-
）
度
か
ら
は
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
し
て
実
施
さ

そ
し
て
そ
の
利
用
度
は
、
年
々
増
加
の
状
況
に
あ
る
。

1
0
0
万
円
以
上
の
所
得
の
あ
る
者
は
一
四

表 9-4 在宅福祉サービスの実施状況

在宅福祉サービス名 事業内容
平成 4年度

備考の 実績

敬老年金
敬老と長舟を祝福し、併 給付者

県単事業
せて福祉の増進を図る。 14人

敬老年金
敬老と長寿を祝福し、併

92人 町単独事業
せて福祉の増進を図る。

在宅の寝たきりおよび虚

ミニ・デイサービス事業
弱老人に対し、特別養護 年間利用者数

町単独事業
老人ホームに委託し、入 124人

浴・移送サービスを実施
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第 3節 老人保健福祉計画

託
し
て
実
施
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
契
約
ベ
ッ
ド
数
は
、
特
に
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
要
請
が
あ
っ
た
場

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
へ
の
期
待

平
成
四
年
度
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
、
派
遣
対
象
者
数
が
―

]
0
人
で
、

延
べ
派
遣
時
間
数
四

0
二
四
時
間
で

一
週
間
一
人
当
た
り
の
平
均
派
遣
時
間
は
三
・
九
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
派
遣
世
帯
の
所
得
状
況
は
、
無
料

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
低
所
得
世
帯
が
一
七
世
帯
で
あ
り
、
有
料
の
所
得
税
課
税
世
帯
は
三
世
帯
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
数
が
五
人
に
増
員
さ
れ
、
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
終
日
介
護
を
必
要
と
す
る
者
や
土
・
日
曜
、
祭
日
、
年
末
・
年
始
な
ど
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
勤
務
日

以
外
に
介
護
を
必
要
と
す
る
者
な
ど
に
つ
い
て
の
対
応
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
り
、
平
成
十
一
年
度
へ
向
け
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
充
実
が
図
ら
れ
た
と
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
効
率
的
な
活
動
の
た
め
、
チ
ー
ム
運
営
方
式
の
導
入
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

大
間
町
に
お
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
実
施
施
設
が
近
隣
に
な
く
、
町
内
事
業
と
し
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
成
二
年
(
-
九
九

0
)
度
か
ら
隣
接
す
る
大
畑
町
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
延
舟
園
」

で
の
入
浴
、
移
送
な
ど
の
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
平
成
五
年
度
か
ら
は
、
在
宅
高
齢
者
等
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
寝

具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
在
宅
要
介
護
老
人
や
介
護
者
へ
の
一
助
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
間
町
に
お
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
そ
の
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
が
、
今
後
、

急
激
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
要
介
護
老
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
充
実
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促
進
が
一
日
も
早
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

あ
り

大
間
町
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
様
に
町
内
に
実
施
施
設
が
な
い
た
め
、
長

く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
年
(
-
九
九

0
)
七
月
か
ら
他
地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
委
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合
、
順
次
ベ
ッ
ド
の
空
き
を
確
認
し
、
空
い
て
い
る
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
、
ま
だ
ま
だ
不
満
足
な
状
況
に
あ
る
。

平
成
二
年
度
の
年
間
利
用
実
人
員
は
一

0
人
で
、
年
間
延
べ
利
用
日
数
は
七

0
日
だ
っ
た
が
、
平
成
四
年
度
で
は
年
間
利
用
実
人

員
が
八
人
と
滅
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
延
べ
利
用
日
数
は
二
七
九
日
と
圧
倒
的
に
増
加
し
て
い
る
。
利
用
の
理
由
は
、
全
ケ
ー

ス
が
介
護
者
の
介
護
疲
れ
や
介
護
者
の
病
気
、
そ
し
て
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
社
会
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
、
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
老
人
な
ど
の
在
宅
で
の
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
・

ナ
イ
ト
ケ
ア
事
業
の
充
実
し
た
実
施
が
望
ま
れ
る
。

大
間
町
の
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
（
貸
付
）
等
事
業
は
、
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
三
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
状
況
を
見
る
と
、
特
殊
寝
台
お
よ
び
特
殊
マ
ッ
ト
が
最
も
多
く
、
続
い
て
エ
ア
ー

パ
ッ
ト
、
腰
掛
け
便
座
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
寝
た
き
り
老
人
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
用
具
給
付
（
貸
付
）
等
事
業
の
周
知
を
徹
底
し
、
相
談
窓

ロ
の
改
善
に
努
め
、
在
宅
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
介
護
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
大
間
町
で
行
っ
て
い
る
そ
の
他
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
表
9

ー

4
の
と
お
り
だ
が
、
要
介
護
老
人
に
対
す
る
緊
急
通
報

装
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
度
に
三
台
の
設
置
が
行
わ
れ
て
、
今
後
は
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
の
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
緊
急
通
報
装
置
設
置
の
環
境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
設
置
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

健
康
教
育
と
大
間
町
で
は
中
高
年
お
よ
び
老
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
四

0
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
健
康
教
育
と
健

健
康
相
談
康
相
談
を
大
間
町
立
公
民
館
・
大
間
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
・
大
間
町
健
康
相
談
室
を
活
用
し
て
、
保
健
婦
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
健
康
教
育
の
内
容
は
、
生
き
生
き
健
康
教
室
、
高
齢
者
教
室
、
食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会
、
保
健
協
力
貝
研

修
会
、
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
で
あ
り
、
月
平
均
―
一
回
開
催
、
一
回
当
た
り
の
参
加
者
は
一
九
人
を
数
え
て
い
る
。

日
常
生
活
用
具

給
付
．
貸
付
事
業
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第 3節 老人保健福祉計画

こ
う
し
た
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
低
さ
は
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
も
同
じ
で
あ
り
、
胃
が
ん
三
・
七
％
、
子
宮
が
ん
一
・
三
％

と
、
い
ず
れ
も
一
割
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
て
、
わ
ず
か
肺
が
ん
検
診
だ
け
が
一
―
•
五
％
と
一
割
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
。

機
能
訓
練
と
健
康
教
育
・
健
康
相
談
の
ほ
か
に
大
間
町
が
行
っ
て
い
る
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
機
能
訓
練
と
訪
問
指

訪
問
指
導
導
と
が
あ
る
。
機
能
訓
練
は
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
度
か
ら
年
三
六
回
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
四
回

は
保
健
婦
に
よ
る
も
の
で
あ
り
‘
―
二
回
は
む
つ
総
合
病
院
か
ら
理
学
療
法
士
の
応
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
。
年
間
延
べ
参
加

者
数
は
五

0
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
一
回
平
均
の
参
加
者
は
一
四
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
割
に
達
し
て
い
な
い
。

健
康
診
査
は
、
町
内
五
公
共
施
設
で
連
続
五
日
間
に
わ
た
り
基
本
健
診
と
が
ん
検
診
の
複
合
健
診
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
基
本
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
々
を
対
象
と
し
て
、
秋
に
も
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
遠
隔
地
へ
働
き
に
出
か
け
て
い
る
人
々
を
対
象
と
し
た
出
稼
ぎ
者
健
診
も
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。

受
診
状
況
を
見
る
と
、
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
度
の
基
本
健
診
は
、
対
象
者
の
―
二

・
O％
の
受
診
で
、
大
体
四

0
歳
以
上
で

は
八
人
に
一
人
し
か
受
診
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
受
診
率
も
六
・
五
％
と
低
い
。
ち
な
み
に
高
い
方
の

数
字
を
挙
げ
る
と
、

五
五
歳
ー
五
九
歳
の
一
―
・
九
％
、
六

0
歳
ー
六
四
歳
の
一

0
・
八
％
の
二
桁
台
で
あ
り
、
そ
れ
も
よ
う
や
く

一
割
を
超
し
た
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
四

0
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
平
成
四
年
度
の
が
ん
検
診
は
、
最
も
受
診

率
が
高
い
も
の
で
も
肺
が
ん
検
診
の
一
七
・
六
％
に
と
ど
ま
り
、
胃
が
ん
検
診
は
わ
ず
か
六
・
三
％
と
い
う
低
調
な
数
字
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
三

0
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と
し
た
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一

0
・
八
％
、

健
康
診
査
の

受

診

状

況

平
成
四
年
度
の
健
康
教
育
開
催
回
数
は
一
三
七
回
、
参
加
延
べ
人
員
は
二
六
一
五
人
、
健
康
相
談
は
一

0
八
回
の
開
催
、
参
加
延

ベ
人
貝
は
七
八
八
人
で
あ
っ
た
。

一
四
・
八
％
と
受
診
率
が
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表 9-5 健康診査の実施状況

（単位：人・％）

平成2年度I平成砕三度I平成牡F度 I平成5年度I平成6年度I平成7年度

碁
本
健
診

対象者数12,284 2,410 1 2,511 2,475 • -2•四9 2,459 

受診者数 393 413 302 349 1-375 1. 558 

受診率 17.2 I 17.1 I 12.0 I 14.1 I 16.1 I 22.7 

胃対象者数 2,284 I 2,410 

iゞ受診者数1279 -I 306 207 ・ • 

2,511 I 2,469 I 2,573 I 2,449 

検．．．――-------•---•---------•--•----------------•-------------------------•----------•--
診 受 診 率

32C I. 368475 
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大
腸
が
ん
検
診

一
回
の
う
ち
、
六
五
歳

な
る
。
訪
問
対
象
は

り
―
•
四
回
の
訪
問
に

一
人
当
た

二
人
に
対
し
、
年
間

は
、
寝
た
き
り
老
人
や

あ
る
。
平
成
四
年
度
に

訪
問
指
導
は
保
健
婦

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
対

象
者
の
要
請
に
よ
る
随

時
訪
問
の
活
動
形
態
で

準
寝
た
き
り
老
人
の
二

一
回
の
訪
問
指
導
が
実

施
さ
れ
た
。

以
上
の
寝
た
き
り
老
人

が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
内
容
は
主
に
床
ず

れ
や
介
護
方
法
に
か
か

わ
る
指
導
で
あ
る
。
な
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第 3節 老人保健福祉計画

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
一
五
人
、
養
護
老
人

ー
ム
ヘ
の
入
所
者
数
は
、
特
別
養
護

齢
者
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
養
護
老
人
ホ

老
人
ホ
ー
ム
な
ど

へ

の

入

所

状

況

こ
れ
ら
の
対
象
者
の
身
体
的

大
間
町
の
高

ホ
ー
ム
ヘ
四
人
と
な
っ
て
お
り
（
平

成
八
年
三
月
末
）
、
管
内
他
町
村
に

比
べ
て
少
な
い
入
所
者
数
で
あ
る
。

現
在
の
人
所
待
機
者
数
は
一

0
人

で
、
在
宅
が
六
人
、
老
人
保
健
施
設

が
三
人
、
病
院
が
一
人
で
あ
り
、
待

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

機
能
の
低
下
に
伴
い
、
訪
問
回
数
が

今
後
、

の
生
活
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら

る
が
、
準
寝
た
き
り
老
人
が
居
宅
で

人
の
訪
問
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い

お
訪
間
指
導
は
在
宅
の
寝
た
き
り
老

表 9-6 

特別養護老人ホーム

下北地域の老人ホームなど（平成 5年 7月現在）

名 称 所在地 認可年月日 疋ナ貝ロ 備 考

みちのく荘 むつ市 昭和50年 4月 1日 55人 ショート20床、デイ併設

恵光園 むつ市 昭和55年 3月31日 50人 ショート 2床、デイ併設

桜木園 むつ市 昭和56年 4月 1日 75人
ショート 3床、デイ併設

介護支援センター

延寿園 大畑町 昭和59年 4月 1日 50人 ショート 2床、

せせらぎ荘 川内町 平成 2年 4月18日 50人 ショート 4床、デイ併設

（青森県社会課資料）

養設老人ホーム

名 称 所在地 認可年月日 定貝 備 考

釜臥荘 むつ市I昭和38年 2月16日150人

（青森県社会課資料）

その他の保健福祉施設

名 称 所在地 認可年月日 定貝 備 考

老人保健施設
むつ市 平成 4月 4月28日 80人 ショート 2床、デイ併設

シルバーケアセンターむつ

高齢者
佐井村 平成 5年 4月 1日

デイサービスー日15人以上

生活福祉センター 居住部門10人
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第 9章 伸びゆく社会福祉

機
期
間
の
最
も
長
い
者
は
二
年
を
数
え
て
い
る
。
今
後
高
齢
者
の
増
加
、
特
に
後
期
高
齢
者
の
増
加
、
家
庭
で
の
介
護
力
の
低
下
に

伴
う
施
設
の
入
所
希
望
者
の
増
加
な
ど
が
予
測
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
大
間
町
・
佐
井
村
・
風
間
浦
村
の
三
町
村
地
区
に
特
別
養
護

老
人
ホ
—
ム
の
整
備
が
望
ま
れ
て
き
た
。

表 9-7 特別養護老人ホーム建設工事の概要

ィ．特別養護老人ホーム 定貝50人

居室 (4人） 10室

居室 (1人） 10室

収容施設
ロ．ショートステイの併設定貝10人

居室 (4人） 2室

居室 (2人） 1室

ハ．ディサービスセンターの併設 1日15人

二．在宅介護支援センターの併設

構 造 鉄筋コンクリート造り平家建て

規 模 延床面積 2,914.32m' 

財 源 要対策重要電源立地推進対策交付金

工 期 平成 7~9年度

建設場所 大間町大字大間字大間平20-78地内

写真 9-9 建設中の特別養護老人ホーム
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第 3節 老人保健福祉計画

図 9-I 相談体制

医療機関 大間町社協

大間町
（サービス調整チーム）

談

住 民

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給

回
診
療
対
象
者
は
二
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

在

宅

医

療

サ

ー

ビ

ス

で
あ
る
。

な
く
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
述
べ
て
き
た
通
り
、
大
間
町
に
は
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
が

そ
の
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
な
場
合
は
、
む
つ
下
北
管
内
の
施
設
の
世
話
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
北
通
り
三
町
村
で
共
同
利
用
で
き
る
施
設

の
建
設
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
ま
だ
具
体
的
な
建

設
予
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
協
議
を
進
め
、
管
内
三
町
村
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
の
ニ
ー
ズ
を
解
消
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
併
設
に
よ
り
、
在
宅
要
援
護
老
人
の
福
祉

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
平
成
九
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、
現
在
建
設
中

大
間
町
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
間
病
院
医
師
の
協
力
に
よ

り
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
対
象
に
、
月
一
回
の
巡
回
診

療
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
度
の
実
績
は
、
巡
回
診
療
対
象
者

二
五
人
、
巡
回
診
療
延
べ
実
施
者
数
三

0
0
人
と
な
り
、
平
成
八
年
三
月
現
在
の
巡

保
健
福
祉
施
設

の

整

備

状

況
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第 9章 伸ぴゆく社会福祉

要
介
護
老
人
及
び
そ
の
家
族
の
相
談
窓
口
は
、
大
間
町
の
保
健
課
保
健
衛
生
担
当
者
・
福
祉
課
住
民
福
祉
担
当

者
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
区
民
生
委
貝
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
に
お
い
て
要
介
護

老
人
の
処
遇
の
検
討
を
行
い
、
保
健
所
・
福
祉
事
務
所
・
病
院
な
ど
の
関
係
機
関
と
も
連
携
を
強
め
て
い
る
。

平
成
六
(
-
九
九
四
）
、
七
年
度
に
福
祉
担
当
者
の
窓
口
で
受
け
付
け
た
相
談
の
内
容
を
見
る
と
、
老
人
日
常
生
活
用
具
の
給
付

や
貸
付
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

民
間
サ
ー
ビ
ス
大
間
町
の
民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
は
、
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
わ

な
ど
の
実
施
状
況
れ
て
い
る
。
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
人
命
尊
重
を
基
本
と
し
、
将
来
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
の
中
に
あ
っ
て
、
温
か
い
心
の
触
れ
合
い
を
保
ち
な
が
ら
、

生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
、
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
理
事
一
三
名
、
監
事
二
名
、
事
務
局
長
一
名
、
事
務
職
貝
三
名
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
五
名

の
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
託
事
業
、
心
配
ご
と
相
談
事
業
、
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
支
援
事
業
、
助
け
合
い
資
金
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
生
活
援
助
資
金
の
貸
付
事
業
な
ど
の
各
種
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
民
間
福
祉
活
動
は
、
地
域
婦
人
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
漁
協
婦
人
部
、
大
間
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
部
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
行
っ
て
い
る
。

大
間
町
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
従
事
す
る
職
貝
は
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
度
か
ら
常
勤
の
五
名
体
制
で
活
動
し

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
常
勤
四
名
体
制
が
一
名
増
貝
さ
れ
た
わ
け
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
が
、

今
後
、
高
齢
者
の
増
加
な
ど
の
諸
情
勢
に
よ
り
、
多
数
の
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
そ
の
た
め
県
が
開
催
す

マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
状
況

相
談
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
と
状
況
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第 3節 老人保健福祉計画

た
き
り
老
人
七
八
人
、
痴
呆
性
老
人
一

た
だ
し
虚
弱
老
人
の
推
計
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
生
活
実
態
調
査
の
結
果
、
恒
常
的
に
通
院
・
服
薬
を
し
て
い
る
者
の
数
が
高
齢

目
標
年
度
の

要
介
護
老
人

る
一
・
ニ
・
三
級
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
、
町
民
に
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

高
齢
者
に
関
す
る
保
健
•
福
祉
・
医
療
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
調
整
を
推
進
し
、
多
様
化
し
た

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
る
た
め
、
福
祉
事
務
所
職
貝
、
保
健
所
職
貝
、
施
設
長
、

病
院
医
師
、
病
院
看
護
婦
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
貝
、
民
生
委
員
、
保
健
婦
、
ヘ
ル
パ
ー
、
福
祉
課
老
人
担
当
職
貝
・
保
健
課
担
当

職
貝
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

目
標
年
度
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

平
成
十
二
年
(
―

1
0
0
0
)
度
に
お
け
る
大
間
町
の
総
人
口
は
、
六
五
八
四
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地

方
老
人
保
健
福
祉
研
究
班
人
口
等
調
査
手
法
部
会
か
ら
示
さ
れ
た
試
算
方
式
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
数
字
だ
が
、

七
0
0
0
人
を
大
き
く
割
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

平
成
二
年
の
総
口
人
が
七
―
二
五
人
だ
か
ら
、
五
四
一
人
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
高
齢
者
の
人
口
だ
け
は
絶
対
数
で
も

増
え
続
け
、
六
五
歳
以
上
の
比
率
を
見
る
と
、
平
成
二
年
が
一
三
・
六
％
だ
っ
た
も
の
が
ニ
―

・
O
％
と
な
り
、
そ
の
う
ち
に
七
五

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
四
ニ
・
九
％
に
ま
で
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
平
均
の
伸
び
と
比
べ
て
も
非
常
に
大
き

い
数
字
で
あ
り
、
大
間
町
の
人
口
高
齢
化
は
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

平
成
十
二
年
（
二

0
0
0
)
度
に
お
け
る
要
援
護
老
人
数
を
平
成
四
年
の
要
援
護
老
人
数
か
ら
推
計
す
る
と
、
寝

目
標
年
度
の

推

計

人

口

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

調
整
チ
ー
ム
状
況

一
人
、
虚
弱
老
人
―
二
三
人
の
総
数
ニ
―
二
人
と
な
る
。
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第 9章 伸びゆく社会福祉

ン
タ
ー
を
併
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
か
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

そ

の

他

の

整

備

目

標

）
の
数
値
は
現
在
健
康
で
あ
る
者
に
と
っ
て

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
量
が
定
め
ら
れ
た
。

サ
ー
ビ
ス
認
知
度
調
在
に
よ
る
と
、
そ
の
第
一
位
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
八
九
・
三
％
、
続
い
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

の
六
三

・
O
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い
て
、
全
体
的
に
現
在
、
大
間
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
認
知
度
が
高

い
。
ま
た
、
利
用
希
望
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
用
具
給
付
．
貸
付
等
事
業
が
ニ
―
・
六
％
で
第
一
位
、
続
い
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
二
0
•

六
％
と
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
に
低
い
数
値
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
切
実
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

数
、
特
に
後
期
高
齢
者
数
な
ど
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
度
を
把
握
し
、

独
自
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
度
は
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
認
知
度
•
利
用
希
望
な
ど
の
調
査
結
果
を
参
考
に
、
平
成
十
二
年
の
高
齢
者

ま
た
、
潜
在
的
な
サ
ー
ビ
ス
必
要
者
の
サ
ー
ビ
ス
必
要
度
の

把
握
に
努
め
て
、

そ
の
他
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
県
の
補
助
事
業
で
あ
る
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
．
貸

付
等
事
業
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
訪
間
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
寝
具
乾
燥
事
業
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
高
齢
者
等
日
常
生
活
支
援
事
業
の
整
備
拡
充
を
図
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

（
平
成
九
年
度
完
成
予
定
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
支
援
セ

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

目
標
と
必
要
度

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

者
人
口
の
九
・
五
％
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年
度
の
虚
弱
老
人
の
推
計
に
は
、
高
齢
者
の
推
計
人
口
か
ら
寝
た
ぎ
り

老
人
数
と
痴
呆
性
老
人
数
を
減
じ
て
、

そ
れ
に
九
・
五
％
を
乗
じ
て
独
自
に
推
計
し
た
数
字
で
あ
る
。

平
成
四
年
(
-
九
九
―
-
）
度
に
実
施
し
た
高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
で
把
握
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
量
な
ど
を
考
慮
し
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
目
標
水
準
が
設
定
さ
れ
、
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第 3節 老人保健福祉計画

た
え
て
、

パ
ー
ト
就
労
や
都
合
の
い
い
時
間
幣
を

在
宅
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
訪
間
指
導
・
訪
問
看
護
・
機
能
訓
練
、
相
談
お
よ
び
情
報
提
供
な
ど
、

な
も
の
が
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま

い
ず
れ
も
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
「
可
能
な
限
り
家
で
生
活
し
た
い
」
と
い
う
顧
い
に
こ

そ
の
健
康
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
え
る
。

こ
れ
に
医
療
的
要
素
を
加
え
た
訪
問
看
謹
、

そ
し
て
福
祉
的
介
護
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
化
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
今
後
は
保
健
と
福
祉
の
連
携
を
密
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
居
宅
で
安
心
し
て
療
養
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
社
会
保
障
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
虚
弱
老
人
が
寝
た
き
り
の
状
態
へ
進
む
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
地
域
で
実

施
さ
れ
る
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
機
能
訓
練
事
業
の
果
た
す
役
割
も
大
ぎ
い
。

サ
ー
ビ
ス
量
に
つ
い
て
は
在
宅
虚
弱
老
人
を
中
心
に
週
二
回
、
一
回
二
時
間
程
度
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
参
加
意
欲
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
工
夫
か
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
保
健
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
保
健
婦
の
確
保
で
あ
る
。
全

国
的
に
保
健
婦
・
看
護
婦
不
足
と
い
わ
れ
る
中
で
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
は
難
し
い
課
題
だ
が
、
特
に

訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
現
役
を
退
き
家
庭
に
い
る
潜
在
看
護
婦
の
力
を
活
用
す
る
た
め
、

選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る
フ
レ
ッ
ス
ク
タ
イ
ム
制
の
導
入
な
ど
、

さ
ま
ぎ
ま
な
配
慮
か
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
有
資
格
者
が
地
元
に

定
着
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
か
ら
、
訪
問
指
導
・
機
能
訓
練
・
健
康
教
育
・
健
康
相
談
・
健
康
診
査
な
ど
の
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
婦
の
三
名
、
看
護
婦
の
二
名
体
制
へ
の
整
備
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
訪
問
指
導
と

保
健
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
と
整
備
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サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

平
成
十
一
年
(
-
九
九
九
）
度
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
年
間
サ
ー
ビ
ス
量
に
対
応
す
る
た
め
の
保
健
福
祉
施
設

は
、
北
通
り
三
町
村
で
共
同
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
度
ま

で
に
奥
戸
地
区
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
実
現
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

大
間
町
平
成
十
一
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
総
量
は
六

0
八
八
回
と
な
り
、
確
保
す
べ
き
施
設
数
は
二
か
所
と
な
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
設
置
の
一
か
所
は
、
大
間
地
区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
計
画
に
併
せ
て
設
置
し
、
も
う
一
か
所
は
奥
戸
地
区
と
す
る
。

ロ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
施
設

大
間
町
の
平
成
十
一
年
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
総
量
は
一
六

0
回、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

―
―
二

0
日
と
な
り
、
確
保
す
べ
き
ベ
ッ
ド
数
は

四
床
と
な
る
。
こ
れ
は
大
間
地
区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
計
画
に
併
せ
て
整
備
す
る
。

曰大
間
町
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画
に
併
せ
て
整
備
す
る
。

（四）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
中
心
と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
大
間

町
ば
か
り
で
は
な
く
、
佐
井
村
・
風
間
浦
村
を
含
め
た
北
通
り
三
町
村
で
共
同
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
平
成
九
年
度
完
成
に
向
け

（一） サ
ー
ビ
ス
提
供

の
施
設
の
確
保

四
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第 3節 老人保健福祉計画

因 大
間
町
に
お
け
る
平
成
十
二
年
の
施
設
入
所
標
準
は
、
高
齢
者
の
増
大
、
特
に
後
期
高
齢
者
の
激
増
と
反
比
例
し
て
、
出
生
率
の

低
下
、
新
規
学
卒
者
の
地
元
定
着
率
の
低
さ
に
よ
る
若
年
層
の
減
少
、
核
家
族
化
、
主
婦
の
パ
ー
ト
就
労
、
所
得
水
準
の
低
さ
、
沿

岸
漁
業
の
低
迷
に
よ
る
出
稼
ぎ
者
の
増
大
、
後
継
者
の
結
婚
難
、
特
に
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
は
、
後
継
者
が
三
〇

歳
以
上
で
配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
数
は
ニ
二
八
世
帯
を
数
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
家
庭
で
の
介
護
力
が
著
し
く
低
下
す
る
た
め
、
非

常
に
高
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
の
終
日
派
遣
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当
面
実
施
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
大
間
町
の
施
設
入

所
者
標
準
は
高
齢
者
人
口
の
二
％
、
二
八
名
と
し
、
全
国
平
均
よ
り
高
い
数
値
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

国大
間
町
の
平
成
十
二
年
の
老
人
保
健
施
設
入
所
者
標
準
は
七
人
と
な
り
、
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
北
地
域
で
の
広
域
的
な

施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

養
護
老
人
ボ
ー
ム

大
間
町
の
平
成
十
二
年
の
施
設
入
所
者
標
準
は
五
人
と
な
り
、
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
施
設
と
同
様
、
広
域
的
な

施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。

囮
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
ば
か
り
で
な
く
、
町
民
全
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
健
康
相
談
・
健
康
教
育
・
健
康
診

査
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
保
健
活
動
の
場
と
し
て
、
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
諸
活
動
を
効
率
的
に
展
開
す
る
場
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
平
成
十
二
年
度
以
降
に
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と

ま
た

老
人
保
健
施
設

て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
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に

平
成
十
一
年
(
-
九
九
九
）
度
を
目
標
年
度
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
容
易
に
利
用
す
る

た
め
の
方
策
と
し
て
は
、
次
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

相
談
・
情
報
提
供
体
制
の
充
実

大
間
町
の
高
齢
者
の
実
態
と
保
健
福
祉
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
に
対
す
る
相
談
や
情
報
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。
具
体
的
に
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
・
情
報
提
供
を
中
心

に
、
各
地
域
の
民
生
委
員
の
活
動
に
よ
る
情
報
の
集
成
を
行
い
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
、
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
体
制
を
と
る
。

広
報
の
充
実

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
生
活
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
的
確
に
行
う
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
町
民
に
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

一
般
高
齢
者
も
目
に
す
る
町
発
行
の
広
報
紙
『
社
協
だ

あ
る
。
要
援
護
老
人
の
い
る
家
庭
の
み
の
情
報
提
供
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

よ
り
』
を
利
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
も
ら
い
、
保
健
福
祉
へ
の
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
各
組
織
の
集
会
の
場
を
利

用
し
、
福
祉
教
育
の
実
施
、
意
識
づ
け
を
図
る
。
さ
ら
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
族
介
護
教
育
を
行
い
、
要
援
護
老
人

を
持
つ
家
族
に
対
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
啓
発
を
行
う
。

手
続
き
の
簡
素
化

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、
迅
速
か
つ
正
確
に
行
う
た
め
に
は
、
相
談
機
関
の
充
実
と
利
用
手

続
き
の
簡
素
化
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
相
談
に
当
た
る
職
貝
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
事
務
手
続
き
を
正
確
に
把
握
し
、
利
用
の
申

（二） （一） サ
ー
ビ
ス
利
用
を

容
易
に
す
る
方
策

に
な
っ
て
い
る
。
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大
間
町
で
は
、
大
間
病
院
を
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
、
健
診
な
ど
の
事
後
指
導
、
精
密
検
査
、
治

療
な
ど
に
お
い
て
密
接
な
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
も
他
地
域
の
施
設
へ
の
委
託
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

情
報
の
提
供
・
収
集
の
た
め
の
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
次
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
は
、
町
内
の
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
保

健
・
医
療
•
福
祉
に
ま
た
が
る
各
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
し
、
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
る
。
現
在
は
要
援
護
老
人

（一） 保
健
・
医
療
・

福

祉

の

連

携

(li) 

五

請
書
も
簡
素
化
し
、
申
請
時
の
説
明
に
よ
り
適
正
な
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
る
。

組
織
の
活
用

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
町
全
体
に
福
祉
と
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
も
、
地
域
の
住
民
団
体
と
の
連
携
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
民
生
委
員
・
町
内
会
・
日
赤
奉
仕
団
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
婦

人
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
、
広
報
活
動
・
情
報
収
集
を
を
行
い
、
町
と
し
て
そ
の
活
動
の
支
援
と
取
り
ま
と
め
を
行
う
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
保
健
福
祉
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

医
療
機
関
・
施
設
か
ら
の
情
報
の
活
用

医
療
機
関
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
の
入
所
・
退
所
時
の
情
報
交
換
を
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
を
中
心
に
行
い
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
の
ケ
ー
ス
検
討
の
材
料
と
し
、
各
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
図
る
。

（四）

保
健
福
祉
の
環
境
整
備

777 



第 9章 伸びゆく杜会福祉

（三） 役
場
内
部
で
の
老
人
福
祉
担
当
と
老
人
保
健
担
当
と
の
情
報
交
換
を
定
期
的
な
も
の
と
し
、

よ
う
共
有
台
帳
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
と
の
情
報
交
換
を
定
期
的
に
行
う
。
相
談
窓
口
に
関
し
て
は
、

一
本
化
を
進
め
る
た
め
、
両
者
共
通
の
窓
口
を
設
置
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
保
健
福
祉
共
同
事
業
展
開
の
た
め
の
意
見
交
換
を
定
期
的

関
係
課
と
の
定
期
協
議
と
連
携

（二） ⑤
 図

る
。

④ ③ 
画
を
要
請
す
る
。

②
 

①
 

の
ケ
ー
ス
検
討
と
サ
ー
ビ
ス
方
針
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、

よ
り
細
や
か
な
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、

ケ
ー
ス
検

討
の
回
数
を
増
や
し
、
医
療
機
関
の
情
報
収
集
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
情
報
収
集
の
中
核
と
し
、
構
成
貝
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
、
緊
急
時
の
対
応
を
容
易
に
行
え

る
体
制
を
つ
く
る
。
具
体
的
に
は
、
定
期
的
か
つ
緊
密
な
連
絡
体
制
の
整
備
に
努
め
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
で
ぎ
る

だ
け
早
急
に
処
遇
の
決
定
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

医
療
機
関
と
の
情
報
交
換
を
定
期
的
な
も
の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
ケ
ー
ス
検
討
へ
の
参

民
生
委
員
お
よ
び
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
申
請
か
ら
提
供
ま
で
、
素
早
い
対
応
を
す
る
た
め
、
常
に
提
供
状
態
を
把
握
で
ぎ
る
よ
う
各
機
関
と
の
連
携
を

県
福
祉
事
務
所
や
広
域
調
整
組
織
と
の
連
携
を
図
り
、
必
要
な
資
料
な
ど
の
要
請
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

老
人
福
祉
と
老
人
保
健
と
の
連
携

に
す
る
た
め
に
、
次
の
五
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
常
業
務
の
状
況
が
把
握
し
や
す
い
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第 3節 老人保健福祉計画

（七） （六）
た
め
の
方
針
を
打
ち
出
す
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
携
わ
る
関
係
課
と
の
定
期
的
会
合
を
開
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
末
端
に
至
る
ま
で
の
問
題
点
を
挙
げ
、
解
決
の

ま
た
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
問
題
点
に
気
を
配
り
、

老
人
訪
問
看
護
事
業
と
の
連
携

老
人
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大
間
病
院
で
の
実
施
が
検
討
さ
れ
る
た
め
、
情
報
交
換
の
た
め
の
窓

口
を
統
一
さ
せ
、
迅
速
な
対
処
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
な
ど
の
事
業
か
ら
、
訪
問
看
護
の
必
要
な
ケ
ー
ス
の
情
報
収
集
に
努
め
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
め
ざ
す
。

の
連
携
を
と
る
。
ま
た
、
専
門
医
療
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、

痴
呆
疾
患
専
門
機
関
と
の
連
携

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
ケ
ー
ス
検
討
に
お
い
て
、
訪
問
指
導
の
必
要
な
痴
呆
性
老
人
な
ど
の
把
握
を
し
、
保
健
事
業
と

ケ
ー
ス
検
討
の
材
料
と
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活
用

大
間
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
町
内
の
実
情
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
小
児
か
ら
老
人
に
至
る
ま

で
の
各
種
健
康
診
査
事
業
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
保
健
栄
養
指
導
、
地
区
の
衛
生
組
織
の
育
成
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

方
策
お
よ
び
老
人
保
健
事
業
の
実
施
計
画
な
ど
を
、
体
系
的
・
総
合
的
に
審
議
・
企
画
す
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
年

に
二
、
三
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の
連
携
の
た
め
、
各
専
門
分
野
担
当
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
活
動
と
の
連
携
が
と
れ
る
よ
う
開
催
方
法
を
検
討
す
る
。

住
居
関
係
機
関
と
の
連
携

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
住
居
が
高
齢
者
の
生
活
に
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
階
段
に
手
す
り
を
付

国 （四）
協
議
の
際
に
検
討
材
料
と
す
る
。
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第 9章 伸ぴゆく社会福祉

老
人
ク
ラ
プ
と

生
き
が
い
対
策

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
、
保
健
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
い
、
大
間
町
の
方
針
と
一
体
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
、
地
域
福
祉
基
金
を
活
用
し
た
支
援
を
行
う
。

に） に

9 -

ノ‘

平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
度
の
大
間
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
数
は
一
一
、
会
員
数
は
五
五
八
人
で
組
織
率
は
五
四
・
五
％
で
あ
る
。
主
な
活
動
と
し
て

高
齢
者
生
き
が
い
対
策
の
推
進

け
た
り
、
浴
室
・
浴
槽
の
改
造
な
ど
の
エ
夫
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
相
談
や
情
報
提
供
の
た
め
の
窓
口
を
設
け
、
住

宅
改
造
資
金
の
貸
付
制
度
を
促
進
し
、
助
成
制
度
も
検
討
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

関
係
団
体
と
保
健
・
医
療
•
福
祉
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
、
大
間
町
の
医
療
・
保
健
•
福
祉
の
各
機
関
と
の
連
携
強
化
が

の
連
携
強
化
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
他
の
関
係
団
体
と
の
連
携
と
支
援
の
強
化
も
積
極
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

H

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
へ
の
支
援

大
間
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
保
健
福
祉
の
活
動
と
方
針
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
連
携
を
と
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
財
政
面
に
対
し
て
も
連
携
・
支
援
を
強
化
す
る
。

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

今
後
の
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
民
間
の
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
認
定
業
者
な
ど
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
普
及
の
た
め
の
支
援
を
行
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
民
間
団
体
へ
の
支
援
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第 3節 老人保健福祉計画

在

宅

介

護

の

支

援

策

七
そ
の
他
の
高
齢
者
保
健
福
祉

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
や
知
識
を
活
用
し
て
仕
事
の
上
に
生
か
す
た
め
に
も
、
就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者
に
対
し
、

大
間
町
で
は
積
極
的
に
就
労
促
進
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
役
場
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
斡
旋
窓
口
を
作
り
、
就

労
相
談
に
応
ず
る
ほ
か
、
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
促
す
た
め
に
、
広
報
活
動

も
併
せ
て
行
う
。

高

齢

者

の

就

労

促

進

は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

P
R
の
た
め
、

研
修
会
、
生
産
活
動
、
講
習
会
、

町
内
全
世
帯
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、
活
動
内
容
の
報
告
・
普
及
に
努
め
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
の
た
め
の
団
体
で
あ
り
、
今
後
も
大
間
町
の
地
域
性
に
即
し
た
活
動
の
展
開
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
予
測
さ
れ
る
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
対
応
し
、
相
互
支
援
活
動
の
促
進
の
た
め
支
援
体
制
を
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の
高
齢
者
の
生
ぎ
が
い
対
策
と
し
て
、
大
間
町
で
は
教
育
委
貝
会
、
福
祉
課
、
杜
会
福
祉
協
議
会
の
担

当
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
生
産
活
動
、
舞
踊
講
習
会
、
手
芸
講
習
会
、
高
齢
者
教
室
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
対
策
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
も
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
場
と
し
て
の
専
用
施
設
の
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
地
域
の
高
齢
者
の
触
れ
合
い
の
場
に
す
る
計
画
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
相
談
・
指
導
・
援
助
に
つ
い
て

は
社
会
福
祉
協
議
会
職
貝
を
中
心
に
対
応
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
わ
れ
る
。

在
宅
で
要
介
護
老
人
を
抱
え
て
い
る
家
族
の
悩
み
、
相
談
な
ど
に
対
し
、
適
切
な
助
言
・
指
導
を
し
、
介
護
の
効

率
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
度
整
備
計

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
奉
仕
活
動
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
活
動
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第 9章 伸びゆく社会福祉

助
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

画
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
併
設
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
各
種
相
談
、
助
言
、
緊
急
時
の
対
応
を
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
施
設
の
建
設
ま
で
は
担
当
課
と
杜
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
保
健
婦
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

現
在
、
大
間
町
で
は
高
齢
者
に
対
す
る
単
独
事
業
と
し
て
、
敬
老
会
の
開
催
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
百
歳
祝
金
、

長
寿
者
顕
彰
、
敬
老
年
金
支
給
、
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加
費
補

今
後
は
さ
ら
に
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

高
齢
者
へ
の

新

規

事

業

地
域
福
祉
基
金
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の
実
施
を
め
ざ
す
。
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